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製品についての;ま意事項 

この ユーザ ガイドでは、ほとんどのモデル 
に共通の機能について説明します。一部の 
機能は、お使いのコンピュータでは使用で 
きない場合があります。 


製品番号： 504179 -291 



ま全に関するごを意 


A 警告！ ューザが义傷をしたり、コンピュータが過熱が態になったりするおそれがありますので、ひ 
ざの上に直接コンピュータを置いて使用したり、コンピュータの通気孔をふさいだりしないでくださ 
し、。 コンピュータは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してくださし、。通気をかげるお 
それがありますので、隣にプリンタなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または衣類など 
の表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプタを肌に触れる位置に置いた 
り、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでください。お使いのコ 
ンピュータおよび AC アダプタは、 International Standard for Safety of Information Technology 
Equipment (lEC 6095 0) で定められた、ューザが触れる表面の温度に関する規格に準拠していま 
す。 
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1 機能 


必要なハードウてアの確認 

コンピユータに付属する部品は、地域やモデルによって異なる場合があります。この章の図には、ほ 
とんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コン ピユータに取り付けられているハードウ王アの一覧を参照するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. [システムのタスク]ウィンドウの左巧内で、[システム情巧を表示する]を選択します。 

3. [ハー ドウ X ア]タブー[デバイスマネージャ]の順に選巧します。 

[デバイスマネージャ]を使用して、ハードウエアの追加またはデバイス設定の変更もできます。 

表面の各部 

タツチパッド 



名称 説明 

(1) タッチパッドランプ • 白色：タッチパッドがち効になっています 

• オレンジ色：タッチパッドが無効になっています 


必要なハードウてアの確認 1 

















名称 


説明 

(2) 

タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドのち効/無効を切り替えます 

(3) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

タッチパッド* 

ポインタを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブに 
したりします 

巧） 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 

(6) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[コントロールパネル]一[プリンタとその他のハードウ エア] 一[マウス]の順に選択します 


2 第 1 章機能 
















ランプ 



名称 

説明 

Caps Lock ランプ 

点灯 ： Caps Lock がオンになっています 


必要なハードウてアの確認 3 






























キ— 



名称 


説明 

(1) 

esc キー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて巧すことに 
よって、頻繁に使うシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows ® の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインタを置いた項目のショートカットメニューが表示されます 

(5) 

内蔵テンキー 

外付けのテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(6) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使うシステムの 
機能を実行します 


前面の各部 
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名称 


説明 


(1) 

電源ランプ 

• 

青色に点灯：コンピュータの電源がオンになっています 



• 

点滅：コンピュータがスタンバイ状態になっています 



• 

消灯：コンピュータの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨンが態になっています 

(2) 

電源スイッチ 

• 

コンピュータの電源が切れているときにスライドさせると、 
電源が入ります 



• 

コンピュータがスタンバイ状態のときに短くスライドさせる 
と、スタンバイが終了します 



• 

コンピュータがハイバネーシヨン状態のときに短くスライド 
させると、ハイバネーシヨンが終了します 



コンピュータが応答せず、 Windows のシャットダウン手順を実行 
できないときは、電源スイッチ5秒間スライドさせたままにする 
と、コンピュータの電源が切れます 



電源設定について詳しくは、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 

一 [パフナーマンスとメンテナンス] 一犀 源オプション] の順に選キ尺 
します 

(3) 

ドライブランプ 

点減 

:ハードドライブにアクセスしています 

(4) 

無線ランプ 

• 

青色：無線 LAN デバイスや Bluetooth ® デバイスなどの内蔵 
無線デバイスの電源がオンになっています 



• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 



を記： コンピュータの電源が入っているが、すべての無線デバ 
イスがオフになっている場合、無線ランプはオレンジ色になりま 
す 

(5) 

無線スイッチ 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立されませ 
ん 


を記： 無線接続を確立するには、無線ネットワークがすでに 
セツトアップされている必要があります 


右側面の各部 



名称 説明 

(1) ExpressCard スロット 別売の ExpressCard /54 をサポートしています 
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名称 


説明 

(2) 

SD 力ードリーダー 

下のフォーマツトの別売のメディア カー ドに対応しています。 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• Secure Digital ( SD ) メモリカード 

(3) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 

(4) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネツトワークケーブルを接続します 

(5) 

バッテリランプ 

• オレンジ色に点灯：バツテリが充電中です 


♦ 青色に点灯：バッテリが完全を電時に近い状態です 

• オレンジ色で点減：電源にバッテリのみを使用している状態 
で、口ーバッテリ状態になっています。完全な口ーバッテ 
リ状態になると、バッテリランプがすばやく点滅し始めます 

* 消灯：コンピュータが外部電源に接続されている場合は、コ 
ンピュータのすべてのバッテリが完全に充電されるとバッテ 
リランプが消灯します。コンピュータが外部電源に接続され 
ていない場合は、ローバッテリ状態になるまでランプが消打 
したままになります 


(6) 電源コネクタ AC アダプタを接続します 


(7) セキュリティロックケーブル用スロット 別売のセキュリティロックケーブルをコンピュータに接続します 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、 
コンピュータのを難や誤った取り巧いを完全に防ぐものではあり 
ません 


左側面の各部 



0 0 0 0な 


(§) 貧⑥贷 


名称 


説明 

(1) 

外付けモニタコネクタ 

列■付け VGA モニタまたはプロジェクタをを続します 

(2) 

通気孔 

コンピュータ内部の温度が上がりすぎないように空気を通します 



ま記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピュータのファンは自動的に作動します。通常の操作を行ってい 
るときに内部ファンが回転したり停止したりします力《、これは正 
常な動作です 
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名称 



説明 

(3) 

電源供給機能付き USB コネクタ 

電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、別売の外付けマ 
ルチベイや別売の外付けオプティカルドライブなどの USB デバ 
イスに電源を供給できます 

(4) 

オーディオ入力 

(マイク）コネクタ 

別売のコンピュータ用へッドセットのマイク、ステレオアレイ 
マイク、またはモノラルマイクを接続します 

(5) 

オーディオ出力 

(へツ ドフホン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフォン、イヤフォン、 


ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、サウ 
ンドを出力します 


蓄告！ ちが大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量 
の調節を巧ってからヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッド 
セットを使巧してください。ま全に関する情報について詳しく 
は、『規定、ま全、および環境に関するごを意 J ] を参照してくだ 
さい 


を記： ヘッドフナンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータ本体のスピーカは無効になります 


ディスプレイの各部 

CD CD 

000 



名称 


説明 

(1) 

スピーカ （ X 2) 

サウンドを出力します 

(2) 

内蔵マイク （ X 2) 

サウンドを録音します 
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名称 

説明 

を記： それぞれのマイク開口部の横にマイクアイコンがある場 
合、コンピュータに内蔵マイクがあることを示しています 

(3) Web カメラ 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 


暴面の各部 



名お 


説明 

(1) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(2) 

バッテリリ IJ - スラッチ （ X2) 

バッテリをバッテリベイから固定解除します 

(3) 

サービスタグ 

お使いのコンピュータの製造元、シリーズ名、シリアルを号 （ S / 
n )、 および製品番号 （ p / n ) が記載されています。これらの情報 
は、サポート窓□に問い合わせるときに必要です 

(4) 

通気孔 (X4) 

コンピュータ内部の温度が上がりすぎないように空気を通します 


を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピュータのファンは自動的に作動します。通常の操作を行ってい 
るときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは正 
常な動作です 


無線アンテナ 

一部のモデルでは、2つ1^>1上の無線アンテナを使用して、1台1^1上の無線デバイスから信号を送受信 
しまず。これらのアンテナはコンピュータの外側からは見えません。 
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腎を 記： 最適な転送のため、アンテナの周囲には障害物を置かないでください。 

お住まいの地域の無線規定については、『規定、ま全、および環境に関するご;'主意』を参照してくだ 
さい。これらの規を情報には、[ヘルプとサポ ー ト]からアクセスできます。 

その他のハードウェアコンポーネント 



名称 


説明 

(1) 

電源コード* 

AC アダプタと電源コンセントを接続します 

(2) 

AC アダプタ 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バッテリ* 

コンピュータが外部電源に接続されていないときじ、コンピュー 
夕に電力を供給します 

*バッテリおよび電源コードは、地域や国によって外観が異なります。このコンピュータを日本国内で使用する場合は、製品 
に付属していた電源コードをお使いください。付属していた電源コードは、他の製品で使用できません。 
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ラベルの確認 

コンピユータに貼付されているラベルには、システムの問題を解みする際に必要な情報や、コンピユー 
夕を 日本国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：な下のような重要な情報が記載されています。 


t 


か 


-凸 roducL こ Kxjum 
— が n こ Hjuumx 

pin : : c"xxmji 

xxxxxxxiKJum 

XX 1111111111111111111111 川 II 川 llll 

心り 11111111111111111111111111111111111111 

servica 
L 別 tag 

warranty x year 


I 


。 (1) 製品名：コンピユータの前面に貼付されている製品名です。 

。口）シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字 ID です。 

。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する特定の情報を示しま 
す。製品番号は、サービス担当をが必要なコンポーネントおよび部品を確認する場合に役立 
ちます。 


。 (4) モデル番号：お使いのコンピュータに関するドキュメントやドライバを探したり、サ 
ポートを受けたりする場合に必要となる最も重要な番号です。 

。 巧）保証期間：このコンピュータの標準保証期間が（年数で）記載されています。 

これらの情報は、サポート窓口に問い合わせるときに必要です。サービスタグラベルは、コン 
ピュータの裏面に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要じなる場合があります。このラベルは、コンピュータの裏面に貼 
付されています。 

• 規をラベル：コンピュータの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、コンピュー 
夕の裏面に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口一力 
ルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス、 HP ブロードバンド無線モジュール 、 Bluetooth 
デバイスなどです。1つな上の無線デバイスを使用している機種には、1つレ: i 上の認定ラベルが 
貼かされています。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場合がありま 
す。無線認を/認証ラベルは、コンピュータの裏面に貼付されています。 
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電源の管理 


電源オプシヨンの設定 

省電力設定の使用 


Windows XP オペレーティングシステムでは、スタンバイとハイバネーシヨンの2つの省電力状態が 
出荷時の設定で有効になっています。 

スタンバイを起動すると、電源ランプが点滅し画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保巧 
されます。スタンバイを終了するときはハイバネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピュータが長時間スタンバイ状態になつた場合、またはスタンバイ状態のときにバッテリが 
完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーシヨンを起動します。 

ハイバネーシヨンを起動すると、データがハードドライブのハイバネーシヨンファイルに保存され 
て、コンピュータの電源が切れます。 


A を意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、またはデータの損失を防ぐため、ディス 
クや外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスタンバイやハイバネーシヨンを起動しな 
いでください。 

野 を記； コンピュータがスタンバイが態またはハイバネーシヨン状態の場合は、ネットワーク接続や 
コンピュータ機能の実行が一切できなくなります。 

を記： [ HPSDDriveGuard ] によってドライブが停止された場合、スタンバイやハイバネーシヨンは 
起動されず、画面表示が消えます。 


スタンバイの起動および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が10分間続いた場合、または外部電源の使用 
時に操作しない状態が25分間続いた場合に、スタンバイを起動するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプシヨン]を使巧して変 
更できます。 

コンピュータの電源が入つている状態で、な下のどれかの方までスタンバイを起動できます。 

• fn + f 1 キーを押します。 

• [スタート]一龄了オプション]イスタンバイ]の順にクリックします。 
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[スタンバイ]が表示されない場合は、な下の操作を行います。 


a. 下向き矢印をクリックします。 

b. —覧からにタンバイ]を選択します。 

C. [〇のをクリックします。 

スタンバイを終了するには、次の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

スタンバイを終了すると、電源ランプが点灯し、中断した時点の作業が元通りに画面に表示され 
ます。 

載 を記 . _ コンピユータがスタンバイを終了するときにパスワードの入力を必要とするように設定した 

場合は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

ハイバネーションの起動および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が30分続いた場合、または完全な口ーバッテ 
リ状態に達した場合に、ハイバネーションを起動するように出荷時に設定されています。 

鞍 を記^一 外部電源の使巧時には、ハイバネーションは起動されません。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コント□-ルパネル]の博源オプション]を巧用して変 
更できます 

ハイバネーションを起動するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一略了オプション]の順に選択します。 

2. shift キーを押しながら[休止状態]を選択します。 

[休止状態]が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

a. 下向き矢印をクリックします。 

b. —覧から[休止状態]を選択します。 

C. [〇のをクリックします。 

ハイバネーションを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

鞍 を南^ _■ ハイバネーションを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定した場合は、作 

業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


電源 メーターの 使用 

電源メーターはタスク/く一のち端の通知領域にあります。電源メーターを使用すると、すばやく電源 
設定にアクセスしたり、バッテリ残量を表示したりできます。 

• [電源 オプション] にアクセスするには、[電源メータ ー] アイコンをちクリックして[電源プロパティ 
の調整]を選択します。 

• バッテリ残量のパーセントを表示するには、[電源メータ ー] アイコンをダブルクリックします。 
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コンピュータがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、バッテリメーターア 
イコンの形の違いで判断できます。 

[電源メーター]アイコンを通知領域から削除するには、な下の操作を行います。 

1. 通知領域の[電源メーター]アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスのチェックを外します。 

4. [適用]をクリックし、 [0 のをクリックします。 

[電源メーター]アイコンを通知領域に表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタートト[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一博源オプション]の順に 

選択します。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスにチェックを入れます。 

4. [適用]をクリックし、[〇のをクリックします。 

m を記: 通知領域に配置したアイコンが表示されない場合は、通知領域の[隠れているインジケータを 
表示します]アイコン（ド]またはド <] のお）をクリックします。 

電源設定の使用 

電源設定は、コンピュータの電源の使用方まを管理するための、システム設定の集合です。電源設定 
によって、電力を節約し、コンピュータのパフォーマンスを最大限に向上させることができます。 

な下の電源設定を利用できます。 

• ポータブル/ラップトップ（推奨） 

• 自宅または会社のデスク 

• プレゼン テーショ ン 

• 常にオン 

• 最小の電源管理 

• バッテリの最大利巧 

これらの電源プランの設定は[電源オプション]で変更できます。 

現在の設定の表示 

▲ タスクバーのち端にある通知領域の[電源 メーター] アイコンをクリックします。 

-または- 

[スタート]一[コントロールパネル]一[パフナーマンスとメンテナンス]一博源オプション]の順に 

選択します。 
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異なる電源設定の選択 

▲ タスクバーのち端にある通知領域の[電源メーター]アイコンをクリックし、一覧から電源設定を 
選択します。 

-または- 

a. [スタート]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]の 

順に選択します。 

b . [電源設定]リストから電源設をを選択します。 

C. [〇のをクリックします。 

電源設定のカスタマイズ 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一博源オプション]の順に 

選択します。 

2. [電源設を]リストから電源設定を選がします。 

3. [電源に接綺および[バッテリ使用の設定を必要に応じて変更します。 

4. [0 のをクリックします。 

スタンバイ終了時のパスワード保護の設定 

スタンバイの終了時にパスワードの入力を要求するようにコンピュータを設定するには、な下の操作 
を行います。 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンを右クリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]チェックボックスをオンにします。 

4. [適用]をクリックします。 

外部電源の使用 

外部電源は、な下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

A 羣吾!~ 安全に関する問題の発生を防ぐため、コンピュータを使用する場合は、コンピュータに付属 

している AC アダプタ、 HP が提供する交換巧 AC アダプタ、または HP から購入した対応する AC ア 
ダプタを使用してください。 

• 認定された AC アダプタ 

• 別売のドッキングデバイスまたは別売の化張製品 

次のどれかのを件の場合はコンピュータを外部電源に接続してください。 
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A 警告！ 航空機内でコンピュータのバッテリを充電しないでください。 _ 

• バッテリを充電またはバッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウエアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 

コンピュータを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が始まります。 

• コンピュータの電源が入ると、通知領域のバッテリメーターアイコンの表示が変わります。 
外部電源のを結を外すと、な下のようになります。 

• コンピュータの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 4 ホットキーを押すか、 AC アダプタを接続しなおします。 

AC アダプタの接続 

A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のを意事項を守ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

外部電源からコンピュータへの電力供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコン 
ピュータからではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使巧するため、必ず電源コードのアース端子を使巧して接地してください。2ピンのアダプタ 
をち続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないで〈ださい。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 

外部電源にコンピュータを接続するには、 W 下の操作を行います。 

1. AC アダプタをコンピュータの電源コネクタに接続します（1)。 

2. 電源コードを AC アダプタに接続します口）。 

3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接続します口）。 
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バッテリ電源の使用 

巧電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピュータはバッテリ電源で 
動作します。外部電源に接続されている場合、コンピュータは外部電源で動作します。 

巧電巧みのバッテリを装着したコンピュータが AC アダプタから電力が供給される外部電源で動作し 
ている場合、 AC アダプタを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


W を記. 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn+f4 ホットキーを使用するか、 AC アダプタを巧接続しま 
す。 


作業環境に応じて、バッテリを コン ピュータに装着しておくことも、 ケース に保管することも可能で 
す。 コン ピュータを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは巧電さ 
れていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリを コン ピュータに 
装着したままにしておくと、 コン ピュータを外部電源に接結していない場合は、 コン ピュータが オフ 
の時でもバッテリはお々に放電していきます。 


A 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピュータに付属して 
いるバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを巧用し 
てください。 


コン ピュータのバッテリの寿命は、電源管理の設定、 コン ピュータで動作しているプログラム、画面 
の輝度、 コン ピュータに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なります。 
バッテリは消耗品です。 

バッテリ充電残量のま示 

▲ タスクバーの右端にある通知領域の[電源メータ ー] アイコンをダブルクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]一[電 
源メーター]タブの順に選択します。 

ほとんどの場合、充電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパーセントと残りの使用可能時間 
(分）で示されます。 

• パーセントは、バッテリの電力の推定残量を示します。 

• 時間は、現在のレベルでバッテリの電力を使い続けた場合にバッテリを使用できる推定残り時間 
を示します。たとえば、 DVD が再生すると残り時間が短くなり、停止すると残り時間が長くな 
ります。 

バッテリの巧電中に、[電源メータ ー] 画面のバッテリアイコンの上に稲妻の形のアイコンが重なって 
表示される場合があります。 

バッテリの着脱 


A 注意： 電源にバツテリのみを使用している状態でバツテリを取り外すと、情報が失われる可能性が 
あります。バツテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらかじめハイバネーシヨンを起動 
するか Windows でコンピュータの電源を切っておいてください。 


バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータを裏返し、バッテリベイが手前を向くようにして安定した平らな場所に置きます。 
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2. バッテリを、バ'ッテリベイにしっかりと収まるまで挿入します（1)。 


バッテリが装着されると、バッテリリリースラッチロ）が自動的に固定されます。 
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バツテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータを裏返し、バツテリベイが手前を向くようにしてを定した平らな場所に置きます。 

2. バツテリリリースラツチをスライドさせて （1) バツテリの固定を解除します。 

3. バッテリ （2) をコンピュータから取り外します。 




バッテリの充電 

A 警告！ 航空機内でコンピュータのバッテリを充電しないで〈ださい。 

バッテリは、コンピュータが外部電源 （ AC アダプタ経由）、別売の電源アダプタ、別売の拡張製品、 
または別売のドッキングデバイスに接続している間、常に充電されます。 

バッテリは、コンピュータの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電されますが、電源を切った 
ときのちが早く充電が完了します。 
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バッテリが新しいか2週間な上使巧されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
りイ圧すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようじするには、な下の点に;ま意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピュータの電源を入れる前にバッテリを完全に巧電して 
ください。 

• バッテリランプが消なするまでバッテリを巧電して〈ださい。 


載 を記： コンピュータの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に充電 
される前に通知領域のバッテリメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使巧で完全充電時の5パーセント未満になるまでバツテリを放電してから巧電してくださ 
い。 

• 1か月な上使用していないバツテリは、充電ではなくバツテリゲージの調整を行います。 

バツテリランプにな下のようにち電状態が表示されます。 

• 点灯：バツテリが充電中です。 

• 点滅：バツテリが口ーバツテリ状態か完全な口ーバツテリ状態になっており、充電されていま 
せん。 

• 消な：バツテリの充電が完了しているか、バツテリを使用中か、バツテリが装着されていない状 
態です。 

バツテリの放電時間の最長化 

バツテリの放電時間は、バツテリ電源で動作しているときに使巧する機能によって異なります。バツ 
テリの容量は自然にほ下するため、バツテリの最長放電時間は徐々に短〈なります。 

バツテリの放電時間を長く保つにはな下の点に注意してください。 

• 画面の輝度を下げます。 

• バツテリが使用されていないまたはち電されていないときは、コンピュータから/くツテリを取り 
外します。 

• バツテリを気温や湿度のほい場所に保管します。 

ローバツテリ状態への対処 

ここでは、出荷時設定の警告メツセージおよびシステム応答について説明します。口ーバツテリ状態 
の警告とシステム応答の設定は、 Windows の [コントロールパネル] の[電源オプション]で変更できま 
す。[電源オプション]ウィンドウでの設定は、ランプの状態には影響しません。 

ローバ ツ テリ状態の確認 

コンピュータの電源としてバツテリのみを使用しているときにバツテリが口ーバツテリ状態になる 
と、バツテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解みしないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
します。 
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完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピユータではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有劾で、コンピユータの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが起動します。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピユータの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、短い 
時間スタンバイ状態になってから、システムが終了します。このとき、保巧されていない情報は 
失われます。 


ローバ ッ テリ状態の解決 

A を意:_ データの損失を防ぐため、コンピュータが完全な口ーバッテリ状態になり、ハイ/くネーシヨ 

ンが起動した場合は、電源ランプが消灯するまで電源を入れないでください。 

外部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解み 

▲ な下のデバイスのどれかを接続します。 

• コンピュータに付属の AC アダプタ 

• 別売の化張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプタ 

充電巧みのバッテリを使用できる巧合のロー バッテリ状態の解決 

1. コンピュータの電源を切るか、ハイバネーシヨンを起動します。 

2. 放電したバッテリを取り出し、充電ミ斉みのバッテリを装着します。 

3. コンピュータの電源を入れます。 

電源を使用できない場合の口ーバッテリ状態の解み 

▲ ハイバネーシヨンを起動します。 

または 

作業中のデータを保巧してコンピュータをシャットダウンします。 

ハイ/くネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイバネーシヨンを終了するための十分な電力がコンピュータに残っていない場合は、な下の操作を 
行います。 

1. 巧電巧みのバッテリを装着するか、コンピュータを外部電源に接続します。 

2. 電源スイッチを短くスライドさせてハイバネーシヨンを終了します。 

バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バッテリち電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に巧巧している場合でも、1か月に2回な上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 
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手順 1 :バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピュータのバッテリを充電しないでください。 

鞍を 記： バッテリは、コンピュータの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電源 
を切ったときの方が早く充電が完了します。 

バッテリを完全に充電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータにバッテリを装着します。 

2. コンピュータを AC アダプタ、別売の電源アダプタ、別売の化張製品、または別売のドッキン 
グデバイスに接続し、そのアダプタまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピュータのバッテリランプが点灯します。 

3. バッテリが完全に巧電されるまで、コンピュータを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピュータのバッテリランプが消灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスタンバイを無効にする 

1. タスクバーのち端にある通知領域の犀源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティの 
調整]をクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプシヨン]の順に 

選巧します。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ使用]列と博源に接綺列の4つの 
設定をメモしておきます。 

3. これら4 つの オプションをすべて [なし] に設定します。 

4. [〇のをクリックします。 

手順3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピュータの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、コ 
ンピュータを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使巧しているちが早く放電が完了 
します。 

• 放電中にコンピュータを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧してく 
ださし、。 

• 通常、省電力設定を利巧している場合は、このセクションの手順で放電させると、放電処理中の 
システムの動作が次のようになることにを意してください。 

。 モニタは自動的にオフになりません。 

。 コンピュータがアイドル状態のときでも、ハードドライブのま度は自動的に化下しません。 

。 システムによるハイバネーシヨンは起動されません。 
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バッテリを放電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータを外部電源から切り離します。ただし、コンピュータの電源は切らないでくださ 
い。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピュータを動作させます。バッテリを口ーバッ 
テリ状態になるまで放電すると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消灯して、コンピュータの電源が切れます。 

手順4 :バッテリを完全に巧充電する 

バッテリを再充電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータを外部電源に接続して、バッテリが完全にち充電されるまで接結したままにしま 
す。再巧電が完了すると、コンピュータのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再ち電中でもコンピュータは使巧できますが、電源を切っておいた方が早く充電が完 
了します。 

2. コンピュータの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消灯 
した後で、コンピュータの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーシヨンおよびスタンバイを巧び有効にする 


A を意： バッテリゲージの調整後にハイバネーションを有効にしないと、コンピュータが完全な 
口ーバッテリの状態になつた場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [パフナーマンスとメンテナンス] 一[電源 オプション] の順に 

選択します。 

2. [電源に接続]列と[バッテリ使用]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

3. [0 のをクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で消費電力設定を選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続および LAN 接続をオフにし、モデムを使用 
するアプリケーションは使巧後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデ/ くイスのうち、使用していないものをコンピュータから取 
り外します。 

• 使巧していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには、 ゎ+巧 および ゎ + f 4 ホットキーを使巧します。 

• しばらく作業を行わないときは、スタンバイまたはハイバネーシヨンを起動するか、コンピユー 
夕の電源を切 ります。 

バッテリの保管 


A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間な上コンピュータを巧巧せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取り 
出して別々に保管してください。 
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保管中のバッテリの放電を巧えるには、バッテリを気温や湿度のおい場所に保管して〈ださし、。 


m を記. 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 
合は、再充電してから保管して〈ださい。 


1か月な上保管したバッテリを使巧するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってくださし、。 

使用済みバッテリの処理 


A 警告！ 化学薬品による义傷や発义のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 
しないでください。また、接点をシヨートさせたり、火や水の中に捨てたりしないでください。 

バッテリの廃棄については、『規を、を全および環境に関するごを意』を参照してください。 

バッテリの交換 

コンピュータのバッテリは消まち品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピュータで動作しているプ 
ログラム、画面の輝度、コンピュータに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によつ 
て異なります。 


m を記： 必要なときにバッテリ切れを起こさないようにするため、ストレージ充電残量のインジケー 
夕 が緑がかつた黄色になつたら新しいバッテリを購入することをおすすめします。 
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AC アダプタのテスト 

コンピュータにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプタをテストします。 

• コン ピュータが AC アダプタに接続されているときに コン ピュータの電源が入らない。 

• コンピュータが AC アダプタに接続されているときにディスプレイの電源が入らない。 

• コンピュータが AC アダプタに接続されているときに電源ランプが点なしていない。 

AC アダプタをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプタを接続します。 

3. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

• 電源ランプが点巧している場合は、 AC アダプタは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプタが動作していないため交換す 
る必要があります。 

交換用外部電源を入手する方法については、にタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 

コンピュータのシャツトダウン 

A を意： コンピュータをシャットダウンすると、な巧されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピュータの電源を切ります。 

な下の場合は、 コン ピュータをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピュータ内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタに接続しない外付けハードウエアデバイスを接結する場合 

• コンピュータを長期間使わず、外部電源から切り離す場合 
コンピュータをシャットダウンするには、な下の操作を行います。 

m を記:~ コンピュータがスタンバイまたはハイバネーション状態の場合、シャットダウンするにはま 

ずスタンバイまたはハイバネーションを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]一略了オプション]一犀源を切る]の順に選がします。 

コンピュータが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使巧できない場合は、な下の緊急シャッ 
トダウン操作を順番に行ってみてください。 

• ctrl + alt+delete キーを 押します。次に、 [シャットダウン]一博 源を切る]または [コンピュー タの電 
源を切る]の順にクリックします。 

• 電源スイッチを5秒程度スライドさせたままにします。 

• コンピュータを外部電源から切り離し、バッテリを取り外します。 
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3 無線機能 


無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線は術では、ち線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピュータには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、コーヒーショップ、ホテル、大学など）で、コンピュータを無線口一 
カル エリアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれま 
す）に接結します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセス 
ポイントと通信します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対■応デバイス（コンピュータ、電話機、プリンタ、ヘッド 
セット、スピーカ、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク （ PAN ) を 
確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信するため、デバイス同±が比較 
的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピュータは、レ: i 下の IEEE 業界標準のうち1つな上に対応してい 
ます。 

• 802.11 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デ/ くイスは802.11 b デバイスとの後方互換性があるため、両方を同じネッ 

トワークで使巧できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、5 GHz の周波数で動作します。 


野 を記： 802.1 1 a は802.1化および802.1 1 g との互換性はありません。 


• Wi - 円 CERTIFIED 802.1 1 n dra 円 2.0 は最大300 Mbps のデータ速度をサポートし、 2.4 GHz また 
は 5 GHz で動作します。802.11 a 、 b 、 g との互換性があります。 


野 を記： 802.1 1 n 無線 LAN の仕様は暫定的なものであり、最終版ではありません。最終仕様が 
暂ミ版と異なる場合、コンピュータと他の 802.1 1 n 無線 LAN デバイスとの通信に支障が生じる 
可能性があります。 


無線技術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 

無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 名前 説明 
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(が 

無線（を続巧み） 

コンピュータのハードウエアとしての無線ランプおよび無線スイッチ 
の位置を示します 

(‘巧 

無線（切既巧み） 

すべての無線デバイスが無効になっていることを示します 

巧 

ネットワークステー 
タス（接続済み） 

1つお上のネットワークドライバがインス！ルされていて、1つレ:1 
上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていることを示 
します 

巧 

ネットワークステー 
タス（切胁済み） 

1つお上のネットワークドライバがインス！^ールされているが、どの 
ネットワークデバイスもネットワークに接続されていないことを示し 
ます 


無線コントロールの使用 

レ: i 下の機能を使巧して、コンピュータの無線デバイスを制御できます。 

• 無線スイッチ 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線スイッチの使用 

モデルにもよりますが、コンピュータには無線スイッチ、1つレ: i 上の無線デバイス、1つまたは2つ 
の無線ランプがあります。出荷時の設定では、コンピュータのすベての無線デバイスはち劾になって 
いて、コンピュータの電源を入れると青い無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。青い無線ランプが点なしている場合は、1つな上の無線デバイスが有効になっ 
ていることを示しています。無線ランプがオレンジ色の場合は、すべての無線デバイスが無効になっ 
ていることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを無線スイッチで同時に行うことができます。無線デバイスのオンとオフを個別 
に調整するには 、 [Computer Setup ] を使巧します。 


寶 を記： 無線デバイスが [ ComputerSe 山 P ] で無劾になっている場合、無線スイッチはそのデバイスを 
再びち効するまでは使巧できません。 


オペレーテイングシステムの制御機能の使用 

-部のオペレーテイングシステムでは、オペレーテイングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接結を管理する方法が提供されています。詳しくは、オペレーティングシステムの説明書 
を参照してください。 
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無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使巧すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピュータおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) 
にアクセスできます。 


鞍を 記： 無線ルータと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくありま 
す。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピュータおよび周辺 
機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使巧 
します。 


• ホームオフィス 無線 LAN や スモールオフィス 無線 LAN では通常、無線 ルー タを使用して、複 
数台の無線接続または有線接続のコンピュータでインターネッ ト 接続、プリンタ、およびフアイ 
ルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウてアは必要ありません。 

お使いのコンピュータに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラスト 
ラクチャ（サービスプロバイダか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続する必 
要があります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロード'バンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイダ 
( ISP ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

無線 コン ピュ ータ （3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコン 
ピュータをネットワークに追加することができます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または旧 P から提供されている情報を 
参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盜聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット J と呼ばれるインターネットカフてや空港などで利巧できる公を無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しいは術は、無線デバイスの製造元やお線 LAN スポットのサービスプロバイダによって開発さ 
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れている段階です。無線 LAN スポットを利巧するときにコンピュータのセキュリティに不をがある場 
合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程度に 
とどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は 、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号はネット 
ワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、（許巧しな 
い状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得されたりする可 
能性があります。ただし、事前に対まを取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使巧する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルータといった無線トランスミッタのをくには、無線セキュ 
リティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な 
無線トランスミッタを使巧すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワーク 
を保護できます。 

• ファイアウォールを利巧する 

ファイアウナールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要ホをチェックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウナールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウてアとハードウてアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解ままを、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーでな号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使巧できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザが無線 LAN を使用することはできな〈なります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく、 TKIP (temporal key 
integrity protocol ) を巧用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネッ 
トワーク上にあるコンピュータごとに異なるキーのセットを生成します。 

• ネットワークを閉じる 

可能であれば、ネットワーク名 （ SSID ) が無線トランスミッタによってブロードキャスト（送 
信）されないようにします。ほとんどのネットワークは、最ネ刀にネットワーク名をブロードキャ 
スト（送信）して、利巧可能であることを近くのコンピュータに伝えます。ネットワークを閉じ 
れば、お使いのネットワークの巧在が他のコンピュータから知られにく くなります。 


野を 記： ネットワークを閉じて SSID がブロードキャスト（送信）されないようにした場合、新 
しいデバイスをネットワークに接続するには、その SSID を知っているか覚えていることが必要 
になります。 SSID を書き留めて、許可のない人の目にふれないま全な場所に保管してから、ネッ 
トワークを閉じるようにしてください。 
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無線 LAN への 接続 

無線 LAN に接結するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが点灯します。無線ランプがオレンジ色の場合は、無線スイッチをスライドさせます。 

2. [スタート]一瞄綺の順に選択します。 

3. —覧から目的の無線 LAN を選択し、必要に応じてネットワークセキュリティキーを入力しま 
す。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、誰でもこのネットワークにアクセ 
スできるため、警告メッセージが表示されます。警告メッセージを確認し、接続を完了する 
には、[接続]をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入 
力し、[接続】をクリックして接結を完了します。 


寶 を記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範囲外 
にいることになります。 

を記： を結したいネットワークが表示されない場合は、[すべての接続の表示]をクリックしま 
す。新しいネットワーク接続の作成や、接続の問題のトラブルシューティング方法などを含む才 
プシヨンの一覧が表示されます。 


を結完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークステータスアイコンの上にマウスポイ 
ンタを置くと、接続の名前、速度、強度、およびステータスを確認できます。 


鞍 を記； 動作範困（無線信号が届く範团）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、およびその他の電 
モ機器ならびに壁やホからの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方まに ついて 詳しくは、次の リソース を参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダ ( ISP ) から提供される情報や、無線ルータやその他の無線 
LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧については、旧 P に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「ホットスポット」などのキーワードで検索できま 
す。それぞれの公共無線 LAN の場所について、費巧と接続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピュータの接続について詳しくは、ネットワーク管理者または IT 部門に問い 
合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピュータを他の無線 LAN が届く範团に移動すると、 Windows はそのネットワークへの 
接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピュータは自動的にそのネットワークに接 
続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 LAN 
に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 
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Bluetooth 無線デバイス（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピュータ（デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフ ォン） 

• イメージングデバイス（プリンタ、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（ヘッドセット、スピーカ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用ちまについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共ち（に S ) 

ホストとして1台のコンピュータに Bluetooth を設定し、そのコンピュータをゲートウエイとして利 
用して他のコンピュータがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめしませ 
ん。 Bluetooth を使用して2台な上のコンピュータを接続する場合、インターネット接続共有（に S ) 
が巧能なのはそのうちの1台で、他のコンピュータは Bluetooth ネットワークを利用してインターネッ 
卜に接続することはできません。 


Bluetooth は、お使いのコンピュータと、携帯電話、プリンタ、カメラ、および PDA などの無線デバ 
イスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および Windows 
オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコンピュータを 
Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピュータには、音楽や動画を巧生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能 
が含まれています。お使いのコンピュータには、な下のマルチメディアコンポーネントが含まれてい 
る場合があります。 

• 音楽を再生する内蔵スピーカ 


• 独自のオーディナを録音するための内蔵マイク 


• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール巧みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• ボリュームコントロールに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 

敷 を記 . _ おほいのコンピュータによっては、上記の一覧に記載されているすべてのコンポーネントが 

含まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピュータに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認するちま、お 
よびマルチメディアコンポーネントを使用する方まについて説明します。 

マルチメディアコンポーネントの確認 

化下の図と表で、コンピュータのマルチメディア機能について説明します。 


30 第4章マルチメディア 






名称 

a * .一 _ ^4. 

説明 

(1) 

内蔵マイク （ X 2) 

サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(3) 

スピーカ （ X 2) 

サウンドを出力します 

(4) 

オーディオ出力（ヘッドフホン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを接続したときに、サウンドを出力します 



警告！ 突が大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量 
の調節を巧ってからヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッド 
セットを使用してください。ま全に関する情報について詳しく 
は、『規定、ま全、および環境に関するごを意 J ] を参照してくだ 
さし、 



を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータ本体のスピーカは無効になります 

(5) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピュータ用へッドセットのマイク、ステレオアレイ 
マイク、またはモノラルマイクを接続します 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使用します。 

• コンピユータの音量ホツトキー: fn キ ー(1) と、 f 8 口）、 f 10 (3)、 f 11 (4) のどれかのフアン 

クシヨンキーとの組み合わせです。 

。 音を消したり元に戻したりするには、 fn + f 8 を押します。 

。 音量を下げるには 、 fn +門〇 を押します。 

。 音量を上げるじは、 fn + f 11 を押します。 





• Windows の[ボリ ュ ームコントロ ール]: 

a . タスクバーのち端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調節するには、スライダを上下に移動します。 [ミュート] チェックボックスにチェッ 
クを入れると、音が出なくなります。 

または 

a . 通知領域の[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b . [ボリュームコントロール]列で音量スライダを上下に動かして、音量を上げたり下げたりし 
ます。バランスの調整やミュート（消音）を行うこともできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、 W 下の操作を行って表示します。 

a . [スター ト] 一 [コントロール パネル]一[サウンド、音声、および才ーデイオデバイス]一[サウ 
ンドと才ーデイオデバイス]一悟量]タブの順に選択します。 

b . [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチェックを入れます。 

C. [適巧]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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マルチメディアソフトウェア 

お使いのコンピュータには、音楽を再生したり画像をま示したりできるマルチメディアソフトウェア 
がプリインス！ルされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディアソフト 
ウェアの詳細およびディスクからのインストール方法について説明します。 

プリインストールされているマルチメディアソフトウェアの使用 

プリインストールされているマルチメディアソフトウェアを確認するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


野 を記； サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 


ディスクからのマルチメディアソフトウエアのインストール 


腎を 記： ディスクからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、外付けオプティカル 
ドライブがコンピュータに接続されている必要があります。コンピュータの左側面に、電源供給機能 
付き USB コネクタが1つあります。このコネクタに電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、 
外付けオプティカルドライブに電源を供給できます。外付けオプティカルドライブをコンピュータ 
の他の USB コネクタに接続する場合は、マルチベイに外部電源を接続する必要があります。 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の操作を行います。 

1. ディスクを外付けオプティカルドライブに巧入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピュータのち起動を要求するメッセージが表示されたら、コンピュータを再起動します。 


野を 記： コンピユータに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元 
の説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウェアにさまれていたり、ディスクじ収録さ 
れていたり、または製造元の Web サイトで提かされていたりする場合があります。 
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オーディオ 

お使いのコンピュータでは、な下のようなさまざまな才ーディオ機能を使巧できます。 

• コン ピュータのスピーカおよびち結した外付けスピーカを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたはち結した外付けマイクを巧巧した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• 外付けオプティカルドライブを使巧したオーディオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 

A 警告!~ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 

イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J を参照してください。 

外部スピーカ、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方まについては、デバイスの製造 
元から提供される情報を参照してください。良好な結まを得るため、な下の点にま意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピュータの適切なコネクタにしっかりとち続されていること 
を確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピュータの対応するコネクタに合わせて色分 
けされています）。 

• 外付けデバイスじ必要な任意のドライバをインストールします。 

を を瓦 ドライ/ くは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバータとして機能す 

る、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピュータのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選がします。 

2. [サウンド、音声、および才ーディオデバイス]一[サウンドとナーディオデバイス]の順にクリッ 

クします。 

3. [サウンドと才ーディナデバイスのプロパティ]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。[プログラムイベント]でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選巧して 
から、[再生]ボタンをクリックします。 

スピーカまたはち続したへッドフナンから音が鳴ります。 

コンピュータの録音機能を確認するには、レ^下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[エンターテイメント]一[サウンドレコー 
ダー]の順に選巧します。 

2. [録音]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


m を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピュータの才ーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコン 
を右クリックするか、[スタート]一[コントロールパネル]一[サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス]一[サウンドと才ーデイオデバイス]の順に選択します。 
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動画 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまなビデオ機能を使用できます。 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼンテーシヨン作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付け モニタ または プロジェクタの 接続 

外付けモニタコネクタは、外付けモニタやプロジェクタなどの外付けディスプレイデバイスをコン 
ピュータに接続するためのコネクタです。 

▲ ディスプレイデバイスをち続するには、デバイスケーブルを外付けモニタコネクタに接続しま 
す。 


01 



W を記. 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 わ + f 2 キー 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます 。 fn + ロ キーを繰り返し巧すと、コンピユー 
夕 ディスプレイとデバイスとでま示画面が切り替わります。 
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オプティカルドライブ（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピュータには、コンピュータの機能をあ張する外付けオプティカルドライブが搭載され 
ている場合があります。外付けオプティカルドライブを使用すると、データディスクの読み取り、 
音楽の再生や映画の鑑賞が巧能になります。 


外付けオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

接続されている外付けオプティカルデバイスを含む、お使いのコンピュータにインストールされてい 
るすべてのデバイスの一覧が表示されます。な下のどれかの種類のドライブが含まれている可能性が 
あります。 

• DVD-ROM ドライブ 

• DVD - ROIWCD-RW コンボドライブ 

• DVD + R/RW ドライブ 

& を記:_ 一覧には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 

ります。 


オプティカルディスクの使用 

DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD ) に 
対応しています。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保存します。 DVD の 
方が、 CD より大きい容量を圾うことができます。 

外付けオプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。 


寶を 記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていな 
い場合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけで 
はありません。 


レ: i 下の表に示すように、オプティカル 
きる場合もあります。 

ドライブによっては、 

オプティカルディスクに書き込みがで 

オプティカルドライブ 
の種類 

CD および DVD-ROM 
メディアからの読み取 

y 

CD-R/RW メディアへ 
のまき込み 

DVD へのまき込み 
(DVD+RDL、DVD 
±RW/R および DVD- 
RAM メディアをさむ） 

LightScribe CD また 
は DVD へのラベルの 
害き込み 

DVD-ROM ドライブ 

可 

不可 

不可 

不可 

DVD - ROM / CD-RW コ 
ンボドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

DVD + R/RW ドライブ 

可 

可 

可 

不可 


A を意： オーディオやビデオの劣化やデータの損失、またはオーディオやビデオの巧生機能の損失を 
防ぐため、 CD や DVD の読み取りまたは書き込みをしているときにスタンバイまたはハイバネーシヨ 
ンを起動しないでください。 
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正しいディスクの選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に対応しています。デジタル 
データの保存に使用される CD は商巧の録音にも使用されますが、個人的に保をする必要がある場合 
にも便利です。 DVD は主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップ用に使用されます。 
DVD は CD と同じが式の要素ですが、容量は6〜7倍になります。 


敷を 記； お使いのコンピュータに接続されている外付けナプティカルドライブによっては、 ここで 説 
明しているすべての種類のオプティカルディスクをサポートしていない場合もあります。 

CD-R ディスク 

CD-R (-度だけ書き込み巧能）ディスクは、永続的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ューザとファイルを共有したりするときに使用します。通常は、な下のちまで使巧します。 

• サイズの大きいプレゼン テーシヨ ンの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保巧 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのオフロード 
データを記録した後は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

CD-RW ディスク 

CD - RW ディスク（再書き込みの可能な CD ) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジ I クトを保存するときに巧巧します。通常は、な下の方まで使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの車5送 

• ハードドライブファイルの毎週のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継続的な更新 

DVD±R ディスク 

空の DVD ± R ディスクは、大量の情報を永続的に保をするときに使巧します。データを記録した後 
は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 
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DVD ± RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きしたい場合は、 DVD + RW ディスクを使用します。この種類 
のディスクは、変更できない CD または DVD に書き込む前に才ーデイオや動画の記録テストをする 
のに最適です。 

音楽の再生 


m を記： な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピュータに接続されている 
ことを確認します。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 外付けオプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディス 
クトレイが少し押し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 


敦を 記. ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回転軸上にディスクをゆっくり巧し下げます口）。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

7. 自動再生を設をしていない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開き、メディアコンテンツ 
の巧巧方まを選択するように要求されます。お使いのコンピュータにプリインストールされてい 
る [Windows Media Player ] を選巧します。 


菌^を 記： ディスクの巧入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 ■ 
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ディスクの再生中にスタンバイまたはハイバネーシヨンを間違えて起動した場合、次のことが発生し 
ます。 


• 再生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を再起動し、才ーデイオまたはビデオの再生を再開しなければならない場合が 
あります。 


動画の再生 

外付けオプティカルドライブを使巧し、ディスクの動画を再生できます。 


賢 ま記： な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピュータに接続されている 
ことを確認します。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 外付けオプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディス 
クトレイが少し押し出されたが態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 


鞍を 記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて回お軸の上に置 
いてください。 


5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回転軸上にディスクをゆっくり押し下げます口）。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 


鞍を 記. ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
初期設をのメディアプレーヤを選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開き、メ 
ディアコンテンツの使巧ちまを選択するように要ホされます。 
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DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使用するをくの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 


A を意： DVD ドライブの地域設をは、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 


オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. ウィンドウをちクリックし、[プロパティ]一 [ハー ドウ エア] タブー [デバイスマネージャ]の順に 
選択します。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の隣の [+] 記号をクリックし、地域設まを変更する DVD ドライブを右 
クリックします。次に[プロパティ]をクリックします。 

4. [DVD 地域]タブで地域を変更します。 

5. [0 のをクリックします。 

CD および DVD の作成または「書き込み J 

外付けオプティカルドライブが CD-RW、DVD-RW、 または DVD±RW のオプティカルドライブで 

ある場合は、 [Windows Media Player] などのソフトウエアを使巧して、 MP3 や WAV 音楽ファイルな 

どのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。動画ファイルを CD または DVD に書 

き込むには、 [MyDVD] を使用します。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインを参照してくださし、。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD-R や DVD-R は、情報をコピーしたをは変更できないため、通常は才ーディオファイルの書 
き込みに最適です。 

• ホームステレナや力ーステレオによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を使巧します。 

• CD-RW や DVD-RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• ホームシステムで使巧される DVD プレーヤは、通常、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフナーマットの一覧については、お買い上げの DVD プ 
レーヤに付属の説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは化の音楽ファイル形式よりファイルのサイズがルさく、また、 MP3 ディスクを 
作成するプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プ 
レーヤまたは MP3 ソフトウエアがインスIルされているコンピュータでのみ再生できます。 
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CD または DVD にデータを書き込むには、な下の操作を行います。 


1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD を、外イ寸けオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使巧するソフトウェアの名前を選択します。 

4. データ、オーディオ、またはビデオなど、作成する CD または DVD の種類を選択します。 

5. [スタート]一[エクスプローラ]の順にちクリックして、元のファイルを保存したフォルダに移動 
します。 

6. フォルダを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込み処理を開始します。 

詳細な手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソ 
フトウェアに含まれているか、ディスクに収録されているか、またはソフトウ X アの製造元の Web 
サイトから入手できます。 


A ま意： 著作権に関する警告に従って〈ださい。コンピユータプログラム、フィルム、放送内容、録 
音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行 
為です。このコンピュータをそのような目的に使用しないでください。 


オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


腎 を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 
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Web カメラ 

お使いのモデルのコンピュータには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。さま 
ざまなソフトウエアと共にこの Web カメラを使用すると、な下のような機能を使用できます。 


• 動画のキャプチャ 

• インスタントメツセージソフトウエアを巧巧したビデオのストリーミング 

• 静止画像の撮影 


皆を 記： 内蔵 Web カメラを使用するために設計されているソフトウェアの使用方まについては、そ 
れぞれのソフトウエアのヘルプを参照してください。 


パフォーマンスを最適にするために、内蔵 Web カメラの使用時はな下のガイドラインを参考にして 
ください。 

• ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであるこ 
とを確認してください。 

• ネットワークファイアウオールの種類によっては、 Web カメラが正常に機能しない場合があり 
ます。 


教 を記. マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウオー 
ル外のユー ザへマルチメディア ファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファイ 
アウナールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効に 
します。問題を恒久的におみするには、必要に応じてファイアウナールを再設定したり、他の侵 
入検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 
部門に問い合わせてください。 


• 巧能な限り、 Web カメラの背後の画面領域の外に明るい化源を置いてください。 

Web カメラプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを巧用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 

ログボックスには、内蔵カメラを使巧する各種プログラムの構成、設定、またはプロパティメニュ ー 

から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:イメージに取り込まれるホの量を調整します。高い輝度を設定すると明るい画像にな 
り、ほい輝度を設定すると暗い画像になります。 

• [コントラスト]:コントラストを高く設定すると画像の対比の度合いが高まり、コントラストを 
化く設定すると、下の情報のダイナミックレンジを維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色（ホ、緑、または青など）から区別する色合いを調整します。色ネ目は色彩と異な 
り、色彩は色ネ目の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。高いシャープネスを設定するとより鮮明なイ 
メージになり、化いシャープネスを設定するとソフトなイメージになります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。高いシャープネスを設定するとより鮮明 
な画像になり、化いシャープネスを設定するとソフトな画像になります。 

• [ガンマ]:中間レベルのグレーまたはイメージの中間卜ーンに影響するコントラストを調整しま 
す。画像のガンマを調整すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートー 
ンの明度値を変更できます。 ほいガンマを設をすると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い 
色になります。 
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Web カメラの使用ちまについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選がします。 
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5 セキュリティ 


コンピュータの 保護 


歐を 記： セキュリティ機能に抑止効まはありますが、ソフトウェアを使用した攻撃、またはコンピュー 
夕 の誤った取り巧いや盜難を完全に防ぐものではありません。 

を記； 一部の国または i 也域のコンピュータでは、オンラインセキュリティべースの追跡および復 
元サービスである [CompuTrace] がサポートされています。コンピュータが盜まれた場合、不正なユー 
ザがインターネットにアクセスすると、 [CompuTrace] による追跡が行われます。 [CompuTrace] を使 
用するには、ソフトウェアを購入し、サービス登録を行う必要があります。 [CompuTrace] ソフトウェ 
アの購入については、 HP Web サイト http://www.hpshoppinq.com/ (英語サイト）にアクセスしてく 
ださい。 


お使いの コン ピュータが備えているセキュリティ機能によって、 コン ピュータ自体、個人情報、およ 
びデータをさまざまなリスクから保護できます。使用する必要があるセキュリティ機能は、 コン ピュー 
夕を どのように使巧す るかに よってままり ます。 

Windows オペレーテイングシステムには、いくつかのセキュリティ機能が用意されています。その 


他のセキュリティ機能は、な下の表のとおりです。 
Se 山 P] ューティリティで設定できます。 

これらのセキュリティ機能のほとんどは、 [Computer 

セキュリティの対を 

使用するセキュリティ機能 

コンピュータの不正な使巧 

パスワードまたはスマートカードを使用した電源すさ入時認証 

に omputer Setup] (f10) への不正なアクセス 

に omputer Setup] のセットアップパスワード* 

ドドライブのデータへの不正なアクセス 

に omputer Set 叩]の DriveLock パスワード* 

[Computer Setup] (f10) の各種パスワードの不正な再設定 

に omputer Setup] の厳重なセキュリティ機能* 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、ま 
たは内蔵ネットワークアダプタからの不正な起動 

に omputer Setup] のブートオプシヨン機能* 

データへの不正なアクセス 

■ ファイアウオールソフトウェア 


• [Windows Update] 

に omputer Setup] の設定およびその他のシステム識別情報へ 
の不正なアクセス 

に omputer Setup] のセットアップパスワード* 

コンピュータの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 

♦[Computer Se 山 p] は、コンピュータの電源投入時または再起動時に f10 キーを押してアクセスするユーテイリテイであり、 
Windows が起動する前に機能するユーテイリテイです。 [Computer Setup] の項目間を移動したり項目を選巧したりするに 
は、コンピュータのキーを使用する必要があります。 
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パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピユータの情報を保護するために選がする文字列です。情報へのアク 
セスを制限する方まに応じて、複数の種類のパスワードを設定できます。パスワードは Windows で 
設定するか、コンピユータにプリインストールされた、 Windows が起動する前に機能す別 Computer 
Se 山 P] ユーティリティで設定することができます。 


A を意： コン ピユータがロックされないように、設定したパスワードをすべて書き留めてくださし、。 
ほとんどのパスワードは設定、変更、削除する際に表示されないため、パスワードをすぐに書き留 
め、他人の目に触れないを全な場所に保管する必要があります 


[Computer Se 山 P] の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワードを使巧できます。ま 
た、複数の [Computer Setup] 機能に同じパスワードを使巧することもできます。 

[Computer Se 山 P] でパスワードを設定する場合は、な下のガイドラインを参考じしてください。 

• パスワードは、最長8文字まで英数字を組み合わせて指をできます。また、大文字とル文字は区 
別されます。 

• [Computer Setup] で設まする/くスワードは、 [Computer Setup] のプロンプトで入力する必要があ 
ります。 Windows に設定されるパスワードは、 Windows プロンプトで入力する必要があります。 

パスワードを作成したり保存したりする時は、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピュータから離れた他人の目に触れないま全な場所に保管す 
る 

• パスワードをコンピュータ上のファイルに保巧しない 

• 部外をが簡単に知ることができる名前などの個人情報を使巧しない 

な下の項目では、 Windows のパスワードおよび [ComputerSe 山 p] のパスワードのそれぞれの機能につ 
いて説明します。スクリーンセーバのパスワードなど、 Windows のパスワードについては、[スター 
卜] 一[ヘルプと サポー 卜]の順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


Windows のパスワード 

機能 

管理者パスワード* 

Windows の管理者レベルのアカウントへのアクセスを保護し 
ます 

ューザパスワード* 

Windows ューザアカウントへのアクセスを保護します 

♦Windows の管理者パスワードまたは Windows のューザ 
順に選択して〈ださい。 

パスワードの設定については、[スタート]一[ヘルプとサポート]の 


[Computer Setup ] でのパスワードの設定 


[Computer Setup] のパスワード 

機能 

セットアップパスワード 

[Computer Setup] へのアクセスを保護します 

電源投入時パスワード 

コンピュータの起動や再起動、またはハイバ本ーシヨンの終 
了時にコンピュータのデータをな護します 
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[Computer Setup] のパスワード 

機能 

DriveLock の master password (マスタパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock をち効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユーザパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。 DriveLock を有効にする操作の過程 
で設定します 


セットアップパスワード 

[Computer Setup] のセットアップパスワードは、 [Computer Setup] 内の各種設定とシステム識別情報 
を保護します。このパスワードを設定した場合は、 [Computer Setup] にアクセスして変更を行うとき 
にパスワードを入力する必要があります。 

セットアップパスワードには次のような特徴があります。 

• [Computer Setup] のセットアップパスワードと Windows の管理をパスワードには同じ文字列を 
使用できますが、互いに代替できるものではありません。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除する際に画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを巧う必要があります。たとえば、ファ 
ンクシヨンキーの下にある数字キーを使ってセットアップパスワードを設定した場合、その後 
内蔵テンキーを使って入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字な内の半角英数字の組み合わせで、大文字とル文字は区別されません。 
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セットアップパスワードの管理 

セットアップパスワードは 、 [Computer Setup ] で設定、変更、および削除できます。 

このパスワードを管理、設定、変更、および削除するには、料下の操作を行いまず。 

1. コン ピュータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Setup ] メ ッセー ジが 
表示されている間に f 10 年一を押して 、 Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Setup password] (セットアップパスワー 
ド）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• セットアップパスワードを設定ずるには、 [New password] (新しいパスワード）フィール 
ドと [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入力し 
て、 f 10 キーを押します。 

• セットアップパスワードを変更するには、 [Old password] (現在のパスワード）フィール 
ドに現在のパスワードを、 [New password] フイールドと [Verify new password] フイール 
ドに新しいパスワードを入力して、 f 10 キーを押しまず。 

• セットアップパスワードを削除するには、 [Old password] フィールドに現在のパスワード 
を入力して、 f 10 キーを押します。 

3. 設定内容を保存ずるには、矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの巧起動時に有効になりまず。 
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セットアップパスワードの入力 

[Setup password] (セットアップパスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したときと 
同じ種類のキーを使用してセットアップパスワードを入力し、 enter キーを押します。セットアップ 
パスワードを3回続けて間違えて入力した場合は、コンピュータを再起動し、入力しなおして〈ださ 
い。 

電源投入時パスワード 

に omputerSe 山 P ] の電源巧入時パスワードは、コンピュータの不正使巧を防止します。このパスワー 
ドを設をした場合は、コンピュータの電源を入れたときに毎回パスワードを入力する必要がありま 
す。 


電源巧入時パスワードには次のような特徴があります。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除する際に画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを使う必要があります。たとえば、ファ 
ンクシヨンキーの下にある数字キーを使って電源巧入時パスワードを設定した場合、その後内 
蔵テンキーを使って入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字な内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません。 
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電源投入時パスワードの管理 

[Computer Se 山 P ] を使巧して、電源巧入時パスワードを設定、変更、および削除できます。 

このパスワードを管理、設定、変更、および削除するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピュータの電源を入れるか巧起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Setup ] メツセー ジが 
表示されている間に 鬥〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Power-On password] (電源 t 曼乂時パスワー 
ド）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 電源巧:入時パスワードを設定するには、 [New password] (新しいパスワード）フィールド 
と [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フイールドにパスワードを入力し 
て、 け〇 キーを押します。 

• 電源巧乂時パスワードを変更するには、 [Old password] (現在のパスワード）フィールド 
に現在のパスワードを、 [New password] フイールドと [Verify new password] フイールド 
に新しいパスワードを入力して、 f 10 キーを押します。 

• 電源巧入時パスワードを削除するには、 [Old password] フィールドに現在のパスワードを 
入力して、 f 10 キーを押します。 

3. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] 
(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの巧起動時に有効になります。 
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電源投入時パスワードの入力 

電源巧入時パスワードの入力画面が表示されたら、電源投入時パスワードを設定したときと同じ種類 
のキーを使用して入力し、 enter キーを巧します。3回続けて間違えて入力した場合は、 コン ピユ ータ 
の電源を切つてから再び起動し、入力しなおしてください。 
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巧起動時の電源投入時パスワードの入力要ボ 

電源巧入時パスワードは、コンピュータの電源を入れたときだけでなく、コンピュータを再起動する 
たびに入力を要巧するように設定できます。 

[Computer Se 山 P ] でこの機能を有効または無効にするには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか巧起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Setup ] メツセージが 
表示されている間に け〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [Password options] (パスワードオプシヨ 
ン）の順に選択し、 enter キーを巧します。 

3. 矢印キーを使巧して [Require password on restart] (再起動時にパスワードを要求する）フィー 
ル ドの [Enable] (有効）または [Disable] (無効）を選択し、 f10 キーを押します。 

4. 設ま内容を保存するには、矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] 

(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

[ ComputerSetup ] の DriveLock ( ドライブロック）の使用 


A を意： DriveLock で保護されているハードドライブが永久に使用できなくなることを防ぐため、 
DriveLock の user password (ユーザパスワード）と master password (マスタパスワード）を、紙 
などに書いて他人の目にふれないを全な場所に保管しておいてください。 DriveLock パスワードを両 
方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされたままに 
なり、永久に使用できな〈なります。なお 、 master password と user password を両方とも忘れたた 
めにハードドライブを交換する必要が生じた場合、保証期間内でもドライブの交換は有償で承ってお 
りますのでご了承ください。 


DriveLock でのプロテクトによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock によるプロテクトはコンピユータ本体のベイに取り付けられているハードドライブにのみ 
設定できます。いったん DriveLock によるプロテクトを設定すると、ドライブにアクセスするときに 
パスワードの入力が必要になります。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドラ 
イブを別売のドッキングデバイスやか付けマルチベイではなく、コンピユータに装着しておく必要が 
あります。 

DriveLock によるプロテクトをコンピユータの巧蔵ハードドライブに設定するには 、 [Computer Setup ] 
で user password および master password を設定しておく必要があります。 DriveLock によるプロテ 
クトを設定するときは、な下の点に;'主意してください。 

• いったん DriveLock によるプロテクトを設ますると 、 user password または master password の 
どちらかを入力することでのみ、プロテクトされているハードドライブにアクセスできるように 
なります。 

• user password は、通常システム管理をではなく実際にハードドライブを使巧するユーザが設定 
する必要があります 。 master password は、システム管理をまたは実際にハードドライブを使巧 
するユーザが設定できます。 

• user password と master password は、同じであってもかまいません。 

• DriveLock によるドライブのプロテクトを解除しないと 、 user password や master password を 
削除できません。 DriveLock によるハードドライブのプロテクトを解除するには 、 master password 
が必要です。 


鞍 ま記. 電源巧:入時パスワード （ Power-on password ) と DriveLock パスワードの両方に同じパスワー 
ドを巧巧している場合、電源巧入時パスワードと DriveLock の user password の両方の入力ではな 
く、電源投入時パスワードの入力のみを要求されます。 
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DriveLock パスワードの設定 

に omputer Setup ] で DriveLock の設ま値にアクセスするには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Se 山 P ] メ ッセー ジが 
表示されている間に f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock passwords] ( DriveLock パスワー 
ド）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. プロテクトするハードドライブが搭載されているベイを選択して、 門〇 キーを押します。 

4. 矢印キーを使用して [Protection] (保護）フィールドの [Enable] (有効）を選択し、 f 10 キーを押 
します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 f 10 キーを押します。 

6. user password を [New password] (新しいパ スワー ド） フイ ールドと [Verify new password] 
(新しいパ スワー ドの確認） フィー ルドに入力して、 f 10 キ ー を巧します。 

7. master password を [New password] フイールドと [Verify new password] フイールドに入力し 
て、 f 10 キーを押します。 

8. 選択巧みのドライブに対する DriveLock のプロテクトを確定するには、確認用のフィールドに 
「 DriveLock 」 と入力して、 け0 キーを押します。 

9. 矢印キーを使用して [Esc] (終了）を選択し、 DriveLock 設定を終了します。 

10. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] 
(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時に有効になります。 
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DriveLock パスワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピュータ本体のハー 
ドドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password] ( DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したときと 
同じ種類のキーを使用して user password または master password を入力し、 enter キーを押します。 


パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピュータの電源を切ってから再び起動し、入 
力しなおしてください。 
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DriveLock パスワードのを更 

に omputer Setup ] で DriveLock の設ま値にアクセスするには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Se 山 P ] メ ツセー ジが 
表示されている間に f 10 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock passwords] ( DriveLock パスワー 
ド）の順に選択し、 enter キーを巧します。 

3. 矢印キーを使巧して内蔵ハードド'ライブの場戸方を選択し、 f 10 キーを巧します。 

4. 矢印キーを使用して、変更するパスワードのフィールドを選択します。 [Old password] (現在 
のパスワード）フィールドに現在のパスワードを入力してから、 [New password] (新しいパス 
ワード）フィールドと [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フィールドに新しい 
パスワードを入力して、 f 10 キーを巧します。 

5. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け] 
(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時に有効になります。 
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DriveLock 保護の解除 

[Computer Setup] で DriveLock の設ま値にアクセスするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピュータの電源を入れるか巧起動し、画面の左下隅に [F10=ROM Based Setup] メツセー ジが 
表示されている間に け〇 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock passwords] (DriveLock パスワー 
ド）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して内蔵ハードドライブの場巧を選択し、 f10 キーを押します。 

4. 矢印キーを使巧して [Protection] (保護）フィールドの [Disable] (無効）を選巧し、 f10 キーを 
押します。 

5. [Old password] (現在のパスワード）フィールドに master password を入力し、 f10 キーを押し 
ます。 

6. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] 
(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの巧起動時に有効になります。 


56 第 5 章セキュリティ 


Computer Setup ] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリテイ保護 

[Computer Setup] の [Boot options] (ブートオプション）メニューまたは [Port options] (ポートオプ 
シヨン）メニューから、システムデバイスを有効または無効にできます。 


[ComputerSe 山 P ] でシステムデバイスを無効または再び有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピユータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [nO=ROM Based Se 山 P ] メツセー ジが 
表示されている間に f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使巧して [System Configuration] (システムコンフイ ギユ レーシヨン）一 [Boot 
options] または [System Configuration] 一 [Port options] の順に選択します。次に、 enter キーを 
押してから、矢印キーを使巧して設定を選択します。 

3. 設定を確をするには、 け〇 キーを巧します。 

4. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] 

(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピユータの再起動時に有効になります。 

[Computer Setup ] の厳重なセキュリテイの使用 


A を意： コンピユータが永久に使用不能になる事態を回避するために、設定されたセットアップパス 
ワード、電源投入時パスワード、またはスマートカード PIN を記録して、コンピユータとは別の他人 
の目に触れないま全な場所に保管しておいてください。これらのパスワードまたは PIN がなければ、 
コンピュータのロックを解除することはできません。 


厳重なセキュリティ機能を使用すると、システムへのアクセスを許巧する前に、設定済みのセット 
アップパスワード、電源巧入時パスワード、またはスマートカード PIN を使巧してユーザ認証を実 
行することによって、電源巧入時のセキュリティを強化できます。 
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厳重なセキュリティの設定 

[Computer Se 山 p ] で厳重なセキュリティを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピュータの電源を入れるか巧起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Setup ] メッセー ジが 
表示されている間に け〇 キーを押して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを巧巧して [Security] (セキュリティ）- ♦[Password options] (パスワードオプシヨ 
ン）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [Stringent security] (厳重なセキュリティ）フィールドで [Enable] (有 

効）を選巧します。 

4. 警告メッセージが表示されます。結行するには、 f 10 キーを押します。 

5. コン ピュータの電源を入れるたびにこの機能を有効にするには、 け〇 キーを押します。 

6. 設ま内容を保存するには、矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] 

(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時にち効になります。 
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厳重なセキュリティによるプロテクトの解除 

[Computer Se 山 P ] で厳重なセキュリティによるプロテクトを解除するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピュータの電源を入れるか再起動し、画面の ち 下隅に [F10=ROM Based Se 山 P ] メッセー ジが 
表示されている間に 門〇 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Password options] (パスワードオプシヨ 
ン）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して [Stringent security] (厳重なセキュリティ）フィールドで [Disable] (無 

効）を選択し、 け〇 キーを押します。 

4. 設定内容を保巧するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] 
(変更を保巧して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時に有効になります。 

[Computer Setup ] のシステム情報を表示する 

[Computer Setup] の [System Information] (システム情報）機能は、な下の 2 種類のシステム情報を表 
示できます。 

• コン ピュ ータモデルについての 識別情報 

• プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、システム ROM についての仕様情報 
これらのシステム情報全般を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピュータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [F10=ROM Based Se 山 P ] メッセー ジが 
表示されている間に 門〇 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [System Information] の順に選巧し、 enter キーを巧し 
ます。 


賢 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] でセツトアップパスワードを作 
成する必要があります。 
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ウィルス対策ソフトウエアの使用 

コン ピユータで電モメールを使巧するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスすると 
きは、 コン ピユータが コン ピユータウィルスの危険にさらされます。 コン ピユータウィルスに感染 
すると、オペレーティングシステム、アプリケーシヨン、ユーティリティなどが使巧できなくなった 
り、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス巧まソフトウ X アを使巧すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも巧能です。新しく発見されたウィルスからコンピユー 
夕を保護するには、 ウィルス対策ソフトウエアを更新する必要があります。 

お巧いのコンピユータには 、 [Norton Internet Security ] がプリインストールされています 。 [Norton 
Internet Security ] ソフトウエアの使用ちまについては、[スタート]一[すベてのプログラム]一 [Norton 
Internet Secur け y] 一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。 


コンピュータウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキストフィー 
ル ドに 「ウイルス」と入力して〈ださい。 
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ファイアウナールソフトウエアの使用 

コンピュータで電子メ ールやネットワークを使巧したりインターネットにアクセスしたりする場合、 
使巧をや使用しているコンピュータおよび個人巧ファイルに関する情報を、第兰をが不正に取得して 
しまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピュータにプリインストールされている 
ファイアウナールソフトウエアを使巧してください。 

ログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使巧して、コンピュータで 
の送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を参照するか、またはファイア 
ウナールの製造元に問い合わせてください。 


営" を記： 状況によっては、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンタやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解みするには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を永久に解み 
するには、ファイアウナールを再設をします。 
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緊急アップデートのインストール 


A を意： お使いの コン ピュータをセキュリティの侵害や コン ピュータウィルスから保護するため、通 
知があった場合はただちに Microsoft 社からのオンライン緊急アップデートをインストールしてくだ 
さし、。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウ王アに対するアップデートが、コンピユータの工場出 
荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコンピユー 
夕にインス 卜ールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• [Windows Update ] を毎月実行して、 Microsoft から最新のソフトウェアをインストールします。 

• アップデートがリリースされる度に、 Microsoft なの Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアッ 
プデートリンクから入手します。 
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セキュリティロックケーブルの取り付け 

& を晶1_ セキュリティロックケーブルは、誤った取り扱いに対処することを目的としていますが、 

コンピュータの盜難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではありません。 

1. セキュリティロックケーブルを固定された物体に巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. ケーブルロックをコンピュータのセキュリティロックケーブル巧スロット （3) に差し込み、 
鍵を回転させてケーブルロックを固定します。 



寶 を記： 実際のコンピュータは、図とは異なる場合があります。セキュリティロックケーブル用ス 
ロットの位置は、モデルによって異なります。 
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外付けデバイス 


USB デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンタ、スキヤナ、ハブな 
どの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインタフェースです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

お使いのモデルのコンピユータには2つの USB コネクタがあり 、 USB 1.0 、 USB 1.1、および USB 
2.0 の各デバイスに対応しています。 USB ハブには、コンピユータで使用できる USB コネクタが装 
備されています。 

USB デバイスの接続 


A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの接続時に必要な上の力を加えないでくだ 
さし、。 


▲ USB デバイスをコンピュータにち続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接 
続します。 




デバイスが検出されると音が鳴ります。 


W を記： ネ刀めて USB デバイスを接続した場合は、デバイスがコンピュータによって認識されたこと 
を示すメッセージが通知領域に表示されます。 
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USB デバイスの停止および取り外し 


A を意’ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときは、まずデバイ 
スを停止してください。 

を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


USB デバイスの停止および取り外しを行うには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウ X アの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


敦を 記： [ハードウ エアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れているイン 
ジケータを表示します]アイコン（ド1またはドづ）をクリックします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


鞍を 記： 一覧に表示されない USB デバイスを取り外す場合、デバイスを停止する必要はありま 
せん。 


3. [停止]をクリックし、次に [0 のをクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 

USB レ ガシーサポー トの使用 

USB レガシーサポート（ネ刀期設定でち効に設定されています）を使用すると、な下のことができま 


• コン ピユ ータの 起動時、または MS-DOS® ベースのプログラムやユーティリティでの、コン ピ ユー 
夕の USB コネクタに 接続された USB キ ーボー ド、 マウス、 または ハ ブの使巧 

• 別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または再起動 

USB レガシーサポートは出荷時の設定で有効になっています。 USB レガシーサポートを無効または 
有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コンピユータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [F10=ROM Based Se 山 P] メ ツセー ジが 
表示されている間に f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration]] ( システムコンフィギユレーシヨン）一 [[Device 
Configurations]] ( デバイスコンフィギユレーシヨン）を選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使巧して USB レガシーサポートを有効または無効にし、 f10 キーを押します。 

4. 設定を変更して [ComputerSetup] を終了するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save 
Changes and Exit] (設定を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作しま 
す。 

設をは、コンピュータを再起動したときに有効になります。 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを巧巧すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が拡大されます。 USB ドライブを追加するには、コンピュータの USB コネクタに接続します。 


敷; ま記. HP の外付け USB オプティカルドライブを、コンピュータの左側面にある電源供給機能付 
き USB コネクタに接続する必要があります。 


USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプタが装備されているハードドライブ) 

• DVD-ROM ドライブ 

• DVD-ROM/CD-RW コンボドライブ 

• DVD±RW/CD-RW ドライブ 

• マルチベイデバイス 

別売の外付けデバイスの使用 


m を記： 必要なソフトウエアやドライバ、および使用するコンピュータのコネクタの種類について詳 
しくは、デバイスにイ寸属の説明書を参照してください。 


外付けデ/《イスをコンピュータに接結するには、な下の操作を行います。 


A を意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れ、電源 
コードが巧けていることを確認してください。 


1. デバイスをコンピュータに接続します。 

2. 電源付きデバイスを接続する場合は、接 i 也した電源コンセントにデバイスの電源コードを差し込 
みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

電源付きでない外付けデバイスを取り外すには、デバイスの電源を切った後、コンピュータからデバ 
イスを取り外します。電源付き外付けデバイスを取り外すには、デバイスの電源を切った後にコン 
ピュータからデバイスを取り外し、電源コードを抜きます。 

別売の外付けマルチベイ II の使用 

マルチベイIIをコンピュータの USB コネクタに接続して、マルチベイIIデバイスを巧巧できます。 
コンピュータの左側面に、電源供給機能付き USB コネクタが1つあります。このコネクタに電源か 
給機能付き USB ケーブルを接続すると、外付けマルチベイに電源を供給できます。外付けマルチべ 
イをコンピュータの他の USB コネクタに接結する場合は、マルチベイに外部電源を接続してくださ 
い。 

外付けマルチベイについて詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 
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別売の外付けオプティカルドライブの使用（一部のモデルの 
み） 


外付けオプティカルドライブをコンピュータの USB コネクタに接続して、オプティカルディスク 
(CD および DVD) を使巧できます。コンピュータの左側面に、電源供給機能付き USB コネクタが1 
つあります。このコネクタに電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、外付けオプティカルド 
ライブに電源を供給できます。外付けオプティカルドライブをコンピュータの他の USB コネクタに 
接続する場合は、マルチベイに外部電源を接続する必要があります。 


DVD-ROM ドライブなどの外付けオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および 
DVD) に対応しています。これらのディスクでは、情報を保存または転送したり、音楽や映画を再生 
したりします。 DVD の方が、 CD より大きい記憶容量を圾うことができます。 

な下の表に示すように、すべてのオプティカルドライブでオプティカルディスクからの読み取りが 
可能で、モデルによっては書き込みも可能です。 


オプティカルドライブ 
の種類 

CD および DVD-ROM 
メディアからの読み巧 

y 

CD - R/RW メディアへ 
のまき込み 

DVD へのまき込み 
( DVD + RDL、DVD 
± RW / R および DVD - 
RAM メディアを含む） 

LightScribe CD また 
は DVD へのラベルの 
害き込み 

DVD-ROM ドライブ 

可 

不可 

不可 

不可 

DVD-ROM/CD-RW コ 
ンボドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

DVD±RW/CD-RW K 
ライブ 

可 

可 

可 

不可 


ま記： ここに示すオプティカルドライブによっては、コンピュータでサポートされていない場合もあります。サポートさ 
れているオプティカルドライブのすべてが一覧に記載されているわけではありません。 


A を意： オーディオやビデオの劣化または再生機能の損失を防ぐため、 CD や DVD の読み取りまたは 
書き込みをしているときにスタンバイまたはハイバネーシヨンを起動しないでください。 

情報の損失を防ぐため、 CD や DVD への書き込み時にスタンバイまたはハイバネーシヨンを起動しな 
いでくださし、。 


ディスクの巧生中にスタンバイまたはハイバネーシヨンを起動した場合、 Jil 下のことが発生します。 

• 巧生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を巧起動し、才ーディオまたはビデオの再生を巧開しなければならない場合が 
あります。 

オプティカルディスクの挿入 （ CD または DVD ) 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 
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4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

& を壺^~ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回お軸の上に置いてくださ 

_ 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

ディスクトレイが正しく開くかどうかに応じて、ディスクを取り出す方法は2通りあります。 

ディスクトレイが開く場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 


68 第6章外付けデバイス 





2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


教を 記； トレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて取り出します。 



か 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 
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3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

を を晶^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出します。 
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外付けメディアカード 


SD カード りーダーでの力 ~ドの使用 

別売のメディアカードは、データをま全に格納し、簡単にデータを共ちできる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピュータな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使巧され 
ます。 


SD 力ードリーターはな下のフオーマツトに対応しています。 


• マルチメディアカード （ MMC ) 


• Secure Digital ( SD ) メモリカード 

メディアカードの挿入 


A を意： SD 力ードおよびコンピユータの損傷を防ぐため、 SD 力ードスロットには、どのような種 
類のアダプタも挿入しないでください。 

を意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードの挿入時に必要な上の力を加 
えないでください。 


1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピユータ側に向けて持ちます。 

2. 力ードを SD 力ードリーダーに巧入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デ/《イスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使巧可能なオプシヨンのメニューが表示 
されます。 
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メディアカードの停止および取り出し 

A を意:~~ データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、メディアカードを取り出す前に力ードを停 

止してください。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

鞍 を記:_ データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピーしています]ウィンド 

ウで[キャンセル]をクリックします。 

2. メディアカードを停止します。 

a . タスクバーのち端にある通知領域の [ハー ドウ エアの ま全な取り外し] アイコンをダブルク 
リックします。 

m を記!_ [ハードウエアのを全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている 

イン ジケー タを 表示します]アイコン（ド]またはド <]) をクリックします。 

b . -覽からメディアカード名をクリックします。 

C . [停止]をクリックし、[〇のをクリックします。 

3. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 
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ExpressCard の使用 

ExpressCard は、 ExpressCard スロットに挿入する高性能な PC 力ードです。 

標準の PC 力ードと同様に 、 ExpressCard は PCMCIA (Personal Computer Memory Card International 
Association ) の仕様に準拠していまず。 

ExpressCard の設定 

デバイスに必要なソフトウ ェアの みをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書にデ 
バイスドライバをインストールするように記載されている場合は、次のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバだけをインストールしてください。 

• ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（力ードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。 

ExpressCard の挿入 

A を意： コンピュータおよび外付けメディアカードの損傷を防ぐため、 PC 力ードを ExpressCard X 
ロットに挿入しないでください。 

を意： PC 力ードコネクタの損傷を防ぐため、レ^下の点にを意してください。 

ExpressCard 力ードを挿入するときには、必要な上の力を加えないで〈ださい。 

ExpressCard 力ードが挿入されているときは、コンピュータを動かしたり移動したりしないでくださ 

_ 

ExpressCard スロッ トには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護巧力ードを取り出す 
には、な下の操作を行います。 

1. 保護用力ードを巧し込んで（1)、ロックを解除します。 

2. 保護用力ードをスロットから引き出します口）。 



ExpressCard を挿入するには、な下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピュータ側に向けて持ちます。 
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2. 力ードを ExpressCard スロットに挿入し、しっかり装着されるまで押し込みます。 



デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプションのメニューが表示 
されます。 


m を記： 初めて ExpressCard を挿入した場合は、デバイスがコンピュータによって認識された 
ことを示すメッセージが通知領域に表示されます。 

W を記 . 装着されている ExpressCard は、巧巧されていなくても電力を消費します。節電するには、 
使用していない ExpressCard を停止するか、取り出して〈ださい。 

ExpressCard の停止および取り出し 

A を意： データの消失やシステムの応答停止を防ぐため、 ExpressCard を取り出す前に ExpressCard 
を停止してください。 

1. 情報を保巧し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 

載 を記:_ データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピーしています]ウィンド 

ウで[キャンセル]をクリックします。 

2. ExpressCard を停止するには、な下の操作を行います。 

a . タスクバーのち端にある通知領域の [ハー ドウエアのま全な取り外し]アイコンをダブルク 
リックします。 

m を晶 n [ハードウ X アのを全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている 

インジケータを表示します]アイコン（ド]またはド <]) をクリックします。 

b . —覽から ExpressCard 名をクリックします。 

C . [停止]をクリックし、[〇のをクリックします。 

3. ExpressCard の固まを解除して取り出すには、な下の操作を行います。 

a . ExpressCard をゆっくり押し込んで（1)、ロックをち军除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します（2)。 
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8 ポインテイングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイスの使用 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインタオプションのような、ポインティングデバイスの設定を力 
スタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスのプロパティ] にアクセスするには、[スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [プリンタとその他 
のハードウエア]一[マウス]の順に選択します。 

タッチパッドの使用 

タッチパッドのボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に使用します。タッチパッドのスク 
口ールゾーンを使巧して画面を上下にスクロールするには、スクロールゾーンの線上で指を上下に 
スライドさせます。 


敷を 記； ポインタの移動にタッチパッドを使巧している場合、まずタッチパッドから指を離し、その 
をでスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけで 
は、スクロール機能はアクティブになりません。 


外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピユータに接結できます。 USB マウス 
は、別売のドッキングデバイスまたは拡張製品のコネクタを使巧してシステムに接続することもでき 
ます。 


キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キ ー（1) と、 esc キーロ）またはフアンクシヨンキーロ）の組み合わせです。 

け 〜 f 4、 f 6、 f 8、 f 10、 および f 11 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホット 
キーの機能および操作については次の項目で説明します。 


m を記. おほいのコンピュータのか観は、図と多少異なる場合があります。また、上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 


76 第8章ポインティングデバイスおよびキーボード 







Q @©©®®® 

I ~ jr r^m ]iMj 

Q~ ■ 、 ■ 一 ■♦ M\ r i 、 r^ 丽ん i、h 

—い T, 1 ， T‘ r ぃ r ’T —r 

4 I J ， 1-J, j/ . -い ,,t 


f ; M ; M ; r :•て ’! rf 



™;un : 唱 E 


V r V V 


T 下 TT 


'•- I 卜 Tr 


3 1 


h ..i 


I ; 叩。マ 

r n 


機能 

ホットキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スタンバイを起動する 

fn + f1 

コンピュータ本体のディスプレイと外付けディスプレイの 

fn +に 

画面を切り替える 


画面の輝度を下げる 

fn + f3 

画面の輝度を上げる 

fn + f4 

[QuickLock] (クイックロック）を起動する 

fn + f6 

コンピュータの音をミ肖したり元に戻したりする 

fn + f8 

コンピュータの音量を下げる 

fn + f10 

コンピュータの音量を上げる 

fn + f11 


コンピュータのキーボードでホットキーコマンドを使用するには、な下の操作のどちらかを行いま 
す。 

• fn キーを短く押し、次にホットキーコマンドの2番目のキーを短く巧します。 

または 

• fn キーを押しながらホットキーコマンドの2番目のキーを短く押した後、両方のキーを同時に 
離します。 


システム情報を表示する （fn + esc ) 


fn + esc を押すと、システムのハードウエアコンポーネントおよびシステム BIOS の/くージョン番号 
に関する情報が表示されます。 


Windows では 、 fn + esc を押すと、システム BIOS (基本入出カシステム）のバージョンが BIOS の 
日付として表示されます。一部の機種では、 BIOS の日付は10進数形まで表示されます。 BIOS の日 
付はシステム ROM の/くージヨン番号と呼ばれることもあります。 


キーボー ドの使巧 77 


















































スタンバイの起動 （ fn + f 1) 

fn + f 1 ホットキーを押すと、スタンバイが起動されます。 

スタンバイが起動すると、情報がランダムアクセスメモリ （ RAM ) に保巧され、画面表示が消えて 
節電モードになります。コンピュータがスタンバイ状態の間は、電源ランプが点滅します。 


A 注意： 情報の損失を防ぐため、スタンバイを起動する前に必ずデータを保巧してくださし、。 

スタンバイを起動する前に、コンピュータの電源がナンになっている必要があります。 


敷 注記. コンピユータがスタンバイ状態のときに完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバ 
ネーシヨンが起動し、メモリに保存された情報がハードドライブに保巧されます。完全な口ーバッテ 
リ状態になった場合、工場出荷時設定ではハイバネーシヨンが起動しますが、この設定は電源の詳細 
設定で変更できます。 


スタンバイ状態を終了するには、電源スイッチを短くスライドさせるか、キーボードの任意のキーを 
押します。 


fn + f 1 ホツトキーの機能は変更できます。たとえば、 fn + f 1 ホツトキーを巧すと、スタンバイでは 
なくハイバネーシヨンが起動するように設定できます。 


敷を 記： Windows オペレーティングシステムのウィンドウでの「スリープボタン J に関する記述は 
すべて、 fn +け ホットキーに当てはまります。 
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画面の切り替え （ fn + 巧) 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 わ + f 2 を押します。 
たとえば、 コン ピュータにモニタを接続している場合は、 わ + f 2 を押すと、 コン ピュータ本体のディ 
スプレイ、モニタのディスプレイ、 コン ピュータ本体とモニタの両方のディスプレイのどれかに表示 
画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニタは、外付け VGA ビデオ方式を使巧してコンピュータからビデオ情報を受け 
取ります。 fn + f 2 ホットキーでは、コンピュータからビデオ情報を受信する他のデバイスとの間でも 
表示画面を切り替えることができます。 

な下のビデオ伝送方式が わ + f 2 ホットキーでサポートされます。かっこ内は、各方式を使巧するデ 
バイスの例です。 

• LCD (コンピュータ本体のディスプレイ） 

• 外付け VGA (ほとんどの外付けモニタ） 

• S ビデオ （ S ビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤ、ビ 
デオデッキ、およびビデオキャプチャカード） 

• HDMI ( HDMI コネクタが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤ、ビデオデッ 
キ、およびビデオキャプチャカード） 

• コンポジットビデオ（コンポジットビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデオカメ 
ラ、 DVD プレーヤ、ビデオデッキ、およびビデオキヤプチャカード） 


鞍 を記. コンポジットビデオデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイス 
を使用する必要があります。 


画面の輝度を下げる （ fn + 仿） 

fn + 巧を 巧すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる （ fn + f 4) 

fn + f 4 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に上がります。 

[ Q 山 ckLock ] の開始び n + f 6) 


[ Q 山 ckLock ] セキュリティ機能を開始するには 、 fn + f 6 を押します。 

[ Q 山 ckLock ] はオペレーティングシステムの[ログオン]ウィンドウを表示して、情報を保護します。[口 
グオン]ウィンドウが表示されているときには、 Windows の ユーザ パスワードまたは Windows の管理 
をパスワードが入力されるまで コン ピュータに接続できません。 


寶 を記： [ Q 山 ckLock ] を使巧する前に、 Windows のユーザパスワード、または Windows の管理者■パス 
ワードを設定する必要があります。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


[ Q 山 ckLock ] を使用するには、 わ + f 6 を巧して[ログ ナン] ウィンドウを表示し、 コン ピュータをロック 
します。次に、画面の説明に沿って Windows のューザパスワードまたは Windows の管理をパスワー 
ドを入力し、 コン ピュータにアクセスします。 
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スピーカの音を消す （ fn + 巧） 

わ + f 8 を押してスピーカの音を消します。スピーカの音を元に戻すには、もう一度ホットキーを押し 
ます。 


スピーカの音量を下げる （ fn + f 10) 

わ + f 10 を押してスピーカの音量を下げます。このホットキーを押し結けると、スピーカの音量が一 
をの割合で徐々に下がります。 

スピーカの音量を上げる （ fn + f 11) 

わ + fll を巧してスピーカの音量を上げます。このホットキーを押し結けると、スピーカの音量が一 
をの割合で徐々に上がります。 


テンキーの使用 

この コンピュータにはテンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テンキーを備 
えた別売の外付けキーボードも巧巧できます。 



名称 


説明 


(1) 

fn キー 

内蔵テンキーのキーまたは shift キーと組み合わせて押すと、 
テンキーのキーの機能が切り替わります 

内蔵 

(2) 

内蔵テンキー 

外付けのテンキーと同じように使用できます（上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです） 

(3) 

num Ik キー 

内蔵テンキーを有効にします 
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内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーがち効になつ 
ているときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合） 
で示された機能が実行されます。 

内蔵テンキーのち効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには、 わ+ num Ik を押します。 fn + num Ik をもう一度押すと、通常の义 
字入力機能に戻ります。 


m を記： 外付けキーボードまたはテンキーがコンピュータ、別売のドッキングデバイス、または別売 
のお張製品に接続されている場合、内蔵テンキーは機能しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを巧って、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能を一時的 
に切り替えることができます。 

• テンキーが無効になっているときじテンキーの機能をテンキー入力機能に変更するには、 fn キー 
を押したままテンキーを押します。 

• テンキーが有効な状態でテンキーの文字入力機能を一時的に使巧するには、な下の操作を行いま 
す。 


。 ル文字を入力するには、 fn キーを押したまま文字を入力します。 

。 大文字を入力するには、 fn + shift キーを押したまま文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます。（出荷時設をでは、 Num Lock はオフになっています。）たとえば、次のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 [page up] キー、 [page down] キーなどのキーと同様に機 
能します。 

外かけテンキーで Num Lock モードをオンにすると、コンピュータの Num Lock ランプが点なしま 
す。外付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピュータの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

▲ コンピュータではなく、外付けテンキーの num Ik キーを巧します。 
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タツチパツドおよびキーボードの清掃 

タツチパツドにごみや脂が付着していると、ポインタが画面上で滑らかに動かなくなる場合がありま 
す。これを防ぐには、超く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピュータを使巧すると 
きは手をよくミ先ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使用してキーボ ー 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キーボードをを期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストローイ寸きの吿を使巧して 
キーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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9 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

コンピュータに取り付けられているドライブを表示するには、[スタート]一[マイコンピュータ]の順 
に選択します。 

セカンダリハードドライブ（ドライブ D) が装備されているモデルの場合、オプティカルドライブ 
はドライブ E になります。システムに新しい USB ドライブなどを追加すると、次に使巧可能なドラ 
イブ文字が割り当てられます。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取りおいにはを意が必要です。ドライブの取りお 
いについては、な下のま意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


取り付けられているドライブの確認 83 



A を意： コンピュータやドライブの損傷、またはデータの損失を防ぐため、な下の点にま意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピュータをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、 
事前にスタンバイを起動して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外し 
てください。 

ドライブを取りおう前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないで〈ださい。 

ドライブは慎重に取りおい、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピュータの電源を切ります。 コン ピュータの電源が切れているの 
か、スタンバイ状態なのか、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず コン ピュー 
夕の電源を入れ、 次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売のオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作 
です。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体をまらさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切に巧包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱い注意」と明記して〈ださい。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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ハードドライブパフナーマンスの向上 
ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより効率よく作業 
を実行できるようになります。 

ディスクデフラグを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選択します。 

2. [ボリューム]の一覧で目的のハードドライブ（通常は （C:)) をクリックし、[最適化]をクリック 
します。 

詳しくは、ディスクデフラグのヘルプを参照してください。 

ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルがを全に削除されてディスクの空き領域が増し、より劾率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP 3D DriveGuard] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要ホを停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピュータを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピュータを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3D DriveGuard] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


W を記： オプションのドッキングステーション内のハードドライブや USB コネクタで接続されてい 
るハードドライブは、 [HP 3D DriveGuard] では保護されません。 


詳しくは、 [HP 3D DriveGuard] のヘルプを参照してください。 

[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピュータのドライブランプがオレンジ色にを化して、ドライブが停止していることを示します。 
タスクバーのち端にある通知領域のアイコンを使用して、ドライブが現在保護されているかどうか、 
およびドライブが停止しているかどうかを確認することができます。 

• ソフトウてアが有効の場合、緑色のチてックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウXアが無効の場合、ホのX印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 

[HP 3D DriveGuard] によってドライブを停止された場合、コンピュータはな下のような状態になりま 
す。 

• シャットダウンができない 

• な下の;'主記に示す場合を除いて、スタンバイまたはハイバネーシヨンを起動できない 


寶 を記； [HP 3D DriveGuard] によってドライブが停止された場合でも、コンピュータカ 《 バッテリ 
電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になると、ハイバネーシヨンを起動できる 
ようになります。 


• [電源オプシヨンのプロパティ]の[アラーム]タブで設定されたバツテリアラームが有効になりま 
せん。 

コンピユータを移動する前に、完全にシャツトダウンさせるか、スタンバイまたはハイバネーシヨン 
を起動することをおすすめします。 
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[HP 3D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3D DriveGuard] ソフトウエアを使用することで、な下の設定を変更できます。 

• [HP 3D DriveGuard] を有劾/無効にする。 

鞍 を記: [HP 3D DriveGuard] の有効または無効への切り替えが許可されているかどうかは、ユー 
ザの権限によって異なります。なお、 Administrator グループのメンバは Administrator な外のユー 
ザの権限を変更できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

• 通知領域内のアイコンの非表示と表示を切り替える。 

ソフトウ；!: アを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端にある通知領域のアイコンをダブルクリックします。 

または 

通知領域のアイコンをちクリックし、 [Settings] 儲ま）を選巧します。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 のをクリックします。 


[HP 3D DriveGuard] の使巧（一部のモデルのみ） 87 




ハードドライブの交換 


A ;ま意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下のを意を守ってください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピュータの電源をシャットダウンして 
ください。コンピュータの電源が入っているときや、スタンバイまたはハイバネーシヨンのときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コン ピュータの電源が切れているかハイバネーシ ヨン 状態なのか分からない場合は、まず電源スイッ 
チを短くスライドさせて コン ピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピュ ータに 接続されている外付け ハー ドウエアデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードを巧きます。 

5. コンピュータを裏返し、バッテリベイが手前を向くようにして安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. コンピュータの裏面の縁から3つのネジを取り外します。 



8. コンピュータのディスプレイがある方を上にし、前面が手前を向〈ようにしてディスプレイを開 
きます。 
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9. キーボードの上端部分を持ち上げ（1)、コンピュータからキーボードを取り外して （2) ハード 
ドライブが見えるようにします。 



10. ハードドライブの3つのネジ （1) を緩め、取り外します。 

11. ハードドライブタブをち方向に引いて（2)、ハードドライブの固定を解除してから、ハードド 
ライブをハードドライブベイから取り外します （3) 。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブタブを左方向に引いて （2) 、ハードドライブを固定します。 


ハードドライブの交換 89 





3. ハードドライブの 3 つのネジ （3) を差し込んで締めます。 



4. キーボードトレイにキーボードの前面部を挿入し（1)、キーボードを所定の位置に押し込みま 
す（2)。 



5. コンピュータディスプレイを閉じ、コンピュータを裏返してを定した平らな場所に置きます。 
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コンピュータの裏面の縁の 3 つのネジを元の場所に取り付けます。 



バッテリを装着しなおします。 
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10 メモリモジュール 


お使いのコンピュータには、1基のメモリモジュールコンパートメントがキーボードの下に装備され 
ています。コンピュータのメモリを増設するには、メモリモジュールスロットに装着されているメ 
モリモジュールを交換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、メモリモジュールを取り付ける前に、電源コードとすべての 
バッテリをコンピュータから取り外してください。 

A を意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、アースさ 
れた金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピュータの電源を切り、ディスプレイを閉じます。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのか分からない場合は、まず電源ス 
イッチを短くスライドさせてコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステム 
の通常の手順でシャットダウンします。 

3. コンピュータに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードを巧きます。 

5. コンピュータを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. コンピュータの裏面の縁から3つのネジを取り外します。 
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8. コンピュータのディスプレイがあるちを上にし、前面が手前を向くようにしてディスプレイを開 
きます。 

9. キーボードの上端部分を持ち上げ（1)、コンピュータからキーボードを取り外します（2)。 



10. な下の手順に沿って操作し、既存のメモリモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールの両側にあるプラスチック製の留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの 
端を持って〈ださい。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

b . メモリモジュールの左ちの端をつかみ、そのままゆっくりとがめ上に引き巧いて口）取り 
外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



11. な下の手順に沿って、メモリモジュールを取り付けます。 
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A を意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを扱うときは必ず左ちの端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロットのタブ （1) を合わせます。 

b . メモリモジュールスロットに収まるまで、メモリモジュールコンパートメントの表面か 
ら45°の角度でメモリモジュールを差し込みます口）。 


A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧り曲げないでくださ 
い。 


C. カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固をするまで、メモリモジユールの左ちの 
端を押し下げます（3)。 



12. キーボードトレイにキーボードの前面部を挿入し（1)、キーボードを所定の位置に押し込みま 
す（2)。 



13. コンピュータディスプレイを閉じ、コンピュータを裏返してを定した平らな場所に置きます。 
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14. コンピュータの裏面の縁の 3 つのネジを元の場所に取り付けます。 



15. バッテリを装着しなおします。 

16. 外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

17. コン ピュ ータの 電源を入れます。 
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11 Computer Setup 


Computer Setup ] の開始 

[Computer Setup ] は、プリインス！ルされた ROM ベースのユーテイリテイで、オペレーテイング 
システムが動作しない場合や口ードしない場合にも巧巧できます。 


を を記： このガイドに記載されている [ ComputerSetup ] の一部のメニユー項目は、お使いのコンピユー 
夕 では使用できない場合があります。 

を記 ： [Computer Setup ] ではポインティングデバイスを使用できません。項目間を移動したり項目 
を選択したりするには、キーボードを使巧してください。 

を記： [ Comp 山 er Setup ] では、 USB レガシーサポート機能が有効な場合にのみ USB 接続された外 
付けキーボードを巧巧できます。 


[Computer Se 山 P ] を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか、再起動します。 

2. オペレーティングシステムが開く前で、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Se 山 p ] というメッセー 
ジがま示されている間に、 門〇 キーを押します。 


Computer Setup ] の使用 

[Computer Setup ] での移動および選択 

に omputer Setup ] の情報および設定は、 [ File ] (ファイル）、 [ Security ] (セキュリティ）、 [ Diagnostics ] 
(診断 ）、 [System Configuration ] (システムコンフイギュレーシヨン）の4つのメニューからアクセス 
できます。 

1. コンピュータの電源を入れるか巧起動し、画面の左下隅に [ F 10 =ROM Based Setup ] メ ツセー ジが 
表示されている間に f 10 キーを押して 、 Computer Setup ] を起動します。 

[Computer Setup ] はオペレーテイングシステムのユーテイリテイではないため、タツチパツドに 
は対応していません。項目間の移動および項目の選択は、キー操作で行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、矢印キーを使用します。 

• 項目を選 t 尺するには、 enter キーを巧します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じてに omputer Setup ] のメイン画面に戻るには 、 esc 
キーを押しまず。 


96 第11章 Computer Setup 





• ヘルプを表示する場合は、 け キーを押します。 

• 表示言語を変更する場合は、 f 2 キーを巧します。 

2. [ File ]、[ Security ]、[ Diagnostics ] > または [System Configuration ] メニューを選択します。 

3. な下のどちらかの方まで [ComputerSe 山 P ] を終了します。 

• 設定を保巧しないでに omputer Setup] を終了するには、矢印キーを使巧して [ File ] 一 [Ignore 
changes and exit ] (変更を無視して終了）の順に選択します。画面の説明に沿って操作し 
ます。 

• 設定を保巧して [Computer Setup] を終了するには、矢印キーを使用して [ File ] 一 [Save 
changes and exit ] (変更を保存して終了）の順に選択します。画面の説明に沿って操作し 
ます。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時に有効になります。 

[Computer Setup] の工場出荷時設定の復元 

[ComputerSe 山 P ] のすベての設まを工場出荷時の設財こ戻すには、な下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか再起動し、画面の左下隅に [nO=ROM Based Se 山 P ] メ ッセー ジが 
表示されている間に f10 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Restore defaults ] (初期設定に設定）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

3. 確認ダイアログボックスが表示されたら、 f10 キーを押します。 

4. 設定を保巧して [Computer Setup] を終了するには、矢印キーを使巧して [ File ] 一 [Save changes 
and exit ] (変更を保存して終了）の順に選択します。画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、コンピュータの再起動時に有効になります。 


鞍を 記： 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワードとセキュリティの設定は変更され 
ません。 


Computer Setup ] のメ ニユー 

このセクシヨンのメニューの表に、 [Computer Setup] のオプシヨンの概要を示しまず。 


野 を記； この章に記載されている [Computer Se 山 P] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピュータ 
では使用できない場合があります。 

[File] (フ アイ ル） 

メ ニュー 


項目 


設定内容 

システム情報 


• コンピュータの識別情報を表示します 

■ プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、 
システム ROM Iこついての仕な情報を表示します 

Restore defaults 

(巧巧設をに設を） 

に omputer Se 山 p] の設定を工場出荷時の設定に戻します（こ 
のコマンドを使巧して工場出荷時の設をを復元しても、パス 
ワードおよびセキュリティ関連の設をは変更されません） 
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項目 

設を内容 

Ignore changes and exit (設定を無視して終了） 

そのセツシヨンで行った変更をキャンセルします。次に 
[Computer Setup ] を終了し、コンピュータを再起動します 

Save changes and exit (変更を保存して終了） 

そのセツシヨンで行った変更を保存します。次にに omputer 
Setup ] を終了し、コンピュータを再起動します。保存した変 
要は、コンピュータが再起動されるとち効になります 


[Security] ( セキュリティ）メニュ ー 


敷を 記： このセクションに記載されているメニュー項目によっては、お使いのコンピュータでは巧巧 
できない場合があります。 


項目 

設定内容 

Set 叩 password (セットアップパスワード） 

セットアップパスワードを入力、変更、または削除します 

Power-on password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 

Password options (パスワードオプション） 

♦ 厳重なセキュリティをち効/無効にします 

• コンピュータの再起動時のパスワード要求をち効/無効に 
します 

DriveLock passwords (DriveLock ハ乂ワート） 

■ システム巧のハードドライブの DriveLock (ドライブロッ 

ク）を有効、変更、または無効にします 

• 別売のマルチベイハードドライブの DriveLock をち効、 

変更、または無効にします 

を記： コンピュータを再起動するのではなく、電源を入れ 
て [ComputerSet 叩]を開いた場合にのみ、 DriveLock の設定値 
にアクセスできます 

System IDs (システム ID ) 

コンピュータの、ユーザ定義のアセットタグおよびオーナー 
シップタグを入力します 

Disk Sanitizer (ディスククリーナ） 

メインハードドライブにあるすベてのデータを消去する [Disk 
Sanitizer ] を実行します下のオプションがあります 

• Fast (高速）：消去サイクルを1度実行します 

• Optimum (最適）：消去サイクルを3度実行します 

• Custom (カスタム）：消去サイクルの実行回数をリスト 
から選択できます 

を意： ディスククリーナを実行すると、メインハードドラ 
イブのデータは完全に消去されます 


[Diaanostics] ( 診断）メニュ 


項目 

設定内容 

HDD Self-Test Options (ハードドライブの自己診断オプシヨ 
ン） 

システム内の任意のハードドライブ、または任意の外付けマ 
ルチベイハードドライブに対する包括的な自己診胁テストを 
実行します 

Memory Check (メモリチェック） 

システムメモリの包括的なチェックを実行します 
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[System Configuration ] (システムコンフイギユレーシヨン）メニユー 


野を 記： 下記のシステムコンフイギユレーシヨンメニユーの一部は、モデルによってはサポートさ 
れない場合があります。 



項目 

設定内容 

Language t 吕 5 吾） 

に omputer Setup ] の使用言語を変更します 


Boot options (ブートオプション） 


■ 起動時の f 9、 f 10 および f 12 の遅延（キー入力を待つ時 
間）を設定します 

■ CD - ROM のブートをち効/無効にします 

• フロッピーディスクのブートをち効/無効にします 

■ 内蔵ネットワークアダプタのブートをち効/無効にしま 


■ マルチブートを有効/無効にします。マルチブートはシス 

テム内のブート可能なほとんどのデバイスのブート順序 

を設定できます 

• Express Boot ポップアップの遅延を秒単位で設定します 

■ ブート順序を設定します 

。 1 st boot device (1 番目のブートデバイス ）： USB 
CD-ROM 

。 2nd boot device ( 2 香目のブートデバイス ）： USB 
フロッピー 

。 3 rd boot device (3 香目のブートデバイス ）： USB 
SuperDisk 

。 4 th boot device (4 番目のブートデバイス）：コン 
ピュータ本体のハードドライブ 

。 5 th boot device (5 番目のブートデバイス ）： USB 
ハードドライブ 

。 6th boot device ( 6 番目のブートデバイス）：ネッ 
トワークコントローラ 


Device confiaurations (デバイスコンフイ ギュ レーシヨン） 


• fn キーと左側の Ctrl キーの機能を入れ替えます 

■ USB レガシーサポート機能を有効/無効にします 。 USB 
レガシーサポートをち効にすると、レ: I 下のことが可能に 
なります 

。 オペレーティングシステムが実行されていなくて 
も、 USB 対応キーボードを [Computer Set 叩]で使 
巧できます 

。 コンピュータの USB コネクタに接続されているハー 

ドドライブ、フロッピーディスクドライブ、およ 
びオプティカルドライブを含めた、ブート可能な 
US 巨デバイスからコンピュータを起動することが 
できます 

■ BIOS DMA データ転送を有効/無効にします 

• 外部電源使用時のシステムのファンをち効/無効にしま 
す 
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項目 


設定内容 



データ実行防止 ( DEP ) を有効/無効にします 

LAN の省電カモードを有効または無効にします 

SATA ネイティブモードを有効/無効にします 

デュアルコア CPU を有効/無効にします 

HDD 変換モードを有効/無効にします 

Built-in device options (内蔵デバイスオプション） 

内蔵無線 LAN デバイスの無線通信を有効/無効にします 

内蔵 Bluetooth デバイスの無線を有効/無効にします 

ネットワークインタフエースコントローラ （ N に）を有 
効/無効にします 

LAN / 無線 LAN の切り替えを有効/無効にします 

ウェイクオン LAN を有効/無効にします 

内蔵カメラ （ Web カメラ）を有効/無効にします 

Port options (ポートオプション） 

USB ポートを有効/無効にします 

ExpressCard スロットをち効/無効にします 
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